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浮
世
絵
師
・
落
合
芳
幾
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

菅
原
真
弓

一
、
は
じ
め
に

二
、
浮
世
絵
師
・
落
合
芳
幾
に
関
す
る
研
究
史

（
一
）
落
合
芳
幾
に
関
す
る
研
究
資
料

（
二
）
落
合
芳
幾
研
究
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
そ
の
特
色

三
、
落
合
芳
幾
伝
記
〜
研
究
史
を
踏
ま
え
て
〜

四
、
お
わ
り
に
：
落
合
芳
幾
研
究
の
展
望

一
、
は
じ
め
に

　

落
合
芳
幾
（
お
ち
あ
い
・
よ
し
い
く
／
天
保
四
年
〜
明
治
三
十
七
年
：
一
八
三
三
〜
一
九
〇
四
）
は
、

明
治
期
に
活
躍
し
た
浮
世
絵
師
の
一
人
で
あ
る
。
歌
川
国
芳
（
一
七
九
七
〜
一
八
六
一
）
門
下

の
俊
秀
と
し
て
名
を
馳
せ
、
同
時
代
を
活
躍
期
と
す
る
同
門
の
月
岡
芳
年
（
一
八
三
九
〜

九
二
）
と
、
あ
る
時
期
は
人
気
を
二
分
す
る
ほ
ど
の
人
気
を
誇
っ
た
。

　

幕
末
の
慶
応
二
、三
年
（
一
八
六
六
、六
七
）
に
刊
行
し
た
「
英
名
二
十
八
衆
句
」（
大
判
錦
絵

28
枚
揃
）
は
彼
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
り
、
芳
年
と
の
競
作
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
血
み
ど

ろ
絵
」
の
代
表
的
な
作
例
と
し
て
現
在
も
、
あ
る
種
特
殊
な
人
気
を
博
し
て
い
る
こ
と
は
言

を
俟
た
な
い
。
ま
た
維
新
後
の
芳
幾
は
、
東
京
初
の
日
刊
紙
『
東
京
日
日
新
聞
』
の
創
刊

（
明
治
五
年
／
一
八
七
二
）
に
参
加
す
る
な
ど
新
聞
人
と
し
て
活
躍
し
、
明
治
と
い
う
新
時
代
に

お
け
る
浮
世
絵
師
の
活
路
を
拓
い
た
存
在
と
言
え
る
。
新
聞
記
事
の
内
容
を
錦
絵
化
し
て
出

版
し
た
新
聞
錦
絵
（
あ
る
い
は
錦
絵
新
聞
と
も
（1）
）
と
い
う
媒
体
を
創
始
し
、
彼
が
描
い
た
「
東

京
日
日
新
聞
大
錦
」（
明
治
七
、八
年
）
は
大
い
に
人
気
を
博
し
た
。
加
え
て
新
聞
挿
絵
と
い
う

新
し
い
分
野
を
切
り
拓
い
た
の
も
ま
た
、
芳
幾
の
功
績
と
言
っ
て
よ
い
。

　

し
か
し
こ
の
絵
師
に
関
し
て
は
、
同
時
代
を
活
躍
期
と
し
た
、
例
え
ば
豊
原
国
周

（
一
八
三
五
〜
一
九
〇
〇
）
な
ど
と
同
様
、
研
究
蓄
積
が
極
め
て
薄
い
現
状
と
言
え
る
（2）
。
残
念

な
が
ら
こ
れ
ま
で
個
展
も
開
催
さ
れ
て
お
ら
ず
、
画
集
も
存
在
し
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
の
絵
師
の
基
礎
的
研
究
を
行
う
。
伝
記
資
料
の
渉
猟
と
確
認
、
こ
れ

ま
で
の
研
究
史
の
ま
と
め
を
行
い
、
そ
の
研
究
の
特
徴
を
述
べ
る
。
ま
た
こ
れ
ま
で
に
発
表

さ
れ
た
芳
幾
に
関
す
る
資
料
を
網
羅
し
、
現
時
点
で
出
来
る
限
り
の
詳
細
な
伝
記
を
編
む
こ

と
と
す
る
。

二
、
浮
世
絵
師
・
落
合
芳
幾
に
関
す
る
研
究
史

（
一
）
落
合
芳
幾
に
関
す
る
研
究

　

生
前
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
芳
幾
に
関
す
る
研
究
資
料
を
、
現
時
点
で
出
来
得
る
限
り

調
べ
ま
と
め
た
も
の
が
、「【
資
料
1
】
落
合
芳
幾
文
献
目
録
（
未
定
稿
）」
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
芳
幾
個
人
に
関
す
る
資
料
だ
け
で
な
く
、
彼
が
深
く
関
わ
っ
た
明
治
期
の
新
聞
や
関
連
す

る
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
総
数
は
六
十
件
で
あ
っ
た
。
本
稿
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
幕
末

か
ら
明
治
初
期
の
浮
世
絵
師
た
ち
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
き
て
お
り
、
芳
幾
と
同
時
代
の

絵
師
・
豊
原
国
周
（
一
八
三
五
〜
一
九
〇
〇
）
や
、
同
じ
く
同
時
代
か
つ
同
門
の
絵
師
・
月
岡

芳
年
、
ま
た
小
林
清
親
（
一
八
四
七
〜
一
九
一
五
）
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
成
果
を
発
表

す
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
（3）
。
そ
こ
で
、
芳
幾
や
そ
の
事
績
に
つ
い
て
触
れ
た
資
料
の
数
を

同
時
代
の
絵
師
た
ち
と
比
べ
て
み
る
と
、
同
門
の
芳
年
や
清
親
に
は
大
き
く
水
を
開
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
月
岡
芳
年
に
関
す
る
資
料
は
、
現
時
点
に
お
い
て
三
百
七
十
三
件

を
数
え
る
（4）
し
、
小
林
清
親
に
つ
い
て
は
、
少
々
古
い
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
三
年
十

月
時
点
に
お
い
て
百
五
十
六
件
で
あ
っ
た
（5）
。
一
方
、
豊
原
国
周
に
つ
い
て
は
、
芳
幾
と
あ

ま
り
差
が
な
い
五
十
三
件
に
と
ど
ま
る
（6）
。
触
れ
ら
れ
た
資
料
の
件
数
を
比
較
す
る
こ
と
は

す
な
わ
ち
、
言
う
ま
で
も
な
く
研
究
対
象
と
し
て
の
注
目
度
を
比
べ
る
こ
と
と
な
り
、
全
体

的
に
研
究
上
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
の
時
代
の
浮
世
絵
師
た
ち
の
中
で
も
、

芳
幾
は
国
周
と
並
び
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
絵
師
で
あ
る
事
実

を
明
ら
か
に
す
る
。

　

さ
て
、
以
降
は
芳
幾
に
関
す
る
主
な
資
料
を
時
系
列
に
紹
介
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
こ

こ
で
言
う
「
主
な
資
料
」
と
は
、
芳
幾
の
伝
記
事
項
や
画
業
な
ど
全
般
に
つ
い
て
触
れ
た
も

の
を
指
し
、
個
々
の
作
品
あ
る
い
は
作
品
研
究
は
含
め
な
い
こ
と
と
す
る
。

① 
仮
名
垣
魯
文
・
山
々
亭
有
人
編
、
一
蕙
斎
芳
幾
画
『
粋
興
奇
人
傳
』　

文
久
三
年

（
一
八
六
一
）

　

芳
幾
は
三
十
代
前
半
で
あ
る
文
久
年
間
以
降
、
戯
作
者
で
あ
る
仮
名
垣
魯
文
（
一
八
二
九

〜
九
四
）
や
山
々
亭
有
人
（
條
野
採
菊
、
一
八
三
二
〜
一
九
〇
二
）
ら
と
の
交
遊
が
始
ま
っ
て
い

る
。
明
治
か
ら
昭
和
初
期
を
活
躍
期
と
し
た
新
聞
人
・
野
崎
左
文
（
一
八
五
八
〜
一
九
三
五
）

が
著
し
た
『
仮
名
反
故
』（7）
は
、
魯
文
の
伝
記
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
彼
を
中
心
と
し
た
交
遊
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の
様
子
を
伝
え
て
く
れ
る
。
そ
こ
に
「
三
題
噺
」
の
再
興
や
流
行
、
そ
し
て
彼
ら
が
結
成
し

た
「
粋
興
連
」
の
様
子
が
記
さ
れ
る
。
な
お
『
仮
名
反
故
』
に
つ
い
て
は
、
別
項
目
を
設
け

て
述
べ
る
。
本
資
料
は
魯
文
と
有
人
が
共
同
で
編
集
し
、
挿
絵
を
芳
幾
が
担
当
し
た
書
籍

（
図
1
）
で
、
芳
幾
画
に
よ
る
口
絵
に
加
え
粋
興
連
の
メ
ン
バ
ー
の
肖
像
と
人
物
紹
介
が
記
さ
れ

る
。
芳
幾
自
身
の
ペ
ー
ジ
（
図
2
）
も
あ
り
、
芳
幾
の
肖
像
の
み
梅
素
亭
玄
魚
（8）
（
一
八
一
七
〜

八
〇
）
が
担
当
し
て
い
る
。
羽
織
を
着
用
し
て
正
座
す
る
制
作
中
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
伝

記
資
料
と
し
て
は
最
初
で
あ
る
本
資
料
中
、
肖
像
の
上
に
配
さ
れ
た
人
物
紹
介
（
図
2
部

分
）
を
翻
刻
す
る
。

　
　

 

芳
幾
は
幼
名
幾
次
郎
、
父
は
日
ほ
ん
堤
に
引
手
茶
屋
を
渡
世
と
な
せ
し
が
、
せ
め
て
一

子
は
か
た
ぎ
の
商
人
に
な
さ
ん
と
て
、
質
店
に
奉
公
さ
せ
し
か
ど
、
画
師
に
な
ら
ん
事

を
欲
し
て
主
家
を
欠
い
だ
し
ぬ
、
さ
れ
ど
も
ち
ち
は
こ
れ
を
承
引
（
う
け
ひ
か
）
ず
、

又
も
奉
公
さ
せ
し
か
ど
、
是
も
は
じ
め
の
ご
と
く
な
れ
ば
、
い
ま
は
の
ぞ
み
に
ま
か
せ

ん
と
て
、
終
に
国
よ
し
が
門
に
入
り
ぬ
、
こ
の
仁
（
ひ
と
）
温
和
に
し
て
人
と
さ
か
ら

ふ
こ
と
を
せ
ず
、
し
か
も
孝
心
あ
つ
く
し
て
、
よ
く
両
親
に
つ
か
へ
、
彼
（
か
の
）
茶

屋
渡
世
を
や
め
、
筆
一
ぽ
ん
に
て
両
親
（
ふ
た
お
や
）
を
や
し
な
ふ
、
そ
の
孝
道
諸
神

も
か
ん
の
ふ
ま
し
ま
し
け
ん
、
其
わ
ざ
に
ひ
い
で
ゝ
、
芳
名
四
方
（
よ
も
）
に
た
か

く
、
当
時
倭
画
師
（
や
ま
と
え
し
）
の
売
出
し
に
こ
そ

（
読
点
及
び
（　

）
の
ル
ビ
は
適
宜
引
用
者
が
付
し
た
）

　

こ
の
資
料
に
は
芳
幾
の
生
家
の
家
業
や
本
名
（
幼
名
）、
浮
世
絵
師
と
し
て
の
修
業
以
前
の

事
柄
に
加
え
て
、
そ
の
人
柄
ま
で
が
記
さ
れ
る
。
本
資
料
に
よ
れ
ば
、
生
家
の
家
業
は
吉
原

日
本
堤
の
引
手
茶
屋
（9）
で
あ
り
、
幼
名
は
幾
次
郎
で
あ
る
こ
と
、
当
初
は
質
屋
に
奉
公
に
出

さ
れ
た
が
、
本
人
が
絵
師
に
な
り
た
い
気
持
ち
が
強
か
っ
た
た
め
に
、
つ
い
に
許
さ
れ
て
浮

世
絵
師
に
な
っ
た
こ
と
、
師
は
歌
川
国
芳
で
あ
る
こ
と
、
が
わ
か
る
。
ま
た
親
孝
行
の
良
い

息
子
で
あ
る
こ
と
も
伝
え
て
く
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
末
尾
の
記
述
か
ら
は
、
芳
幾
が
ま

だ
人
気
絵
師
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
「
売
り
出
し
」
中
の
存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

②
絵
師
人
気
番
付
：
安
政
六
年
か
、
慶
應
元
年
、
明
治
元
年
、
明
治
十
八
年

　

在
世
当
時
に
刊
行
さ
れ
た
人
気
番
付
は
四
種
類
（10）
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
覧
に
し
た
も
の
が

「【
資
料
2
】
人
気
番
付
に
よ
る
芳
幾
の
評
価
」
で
あ
る
。

② 

―
1　
「
十
目
視
所
／
十
指
々
所　

花
王
競
十
種
咲
分
（
は
な
く
ら
べ
と
い
ろ
の
さ
き
わ
け
）　

第
初
輯
」（11）
安
政
六
年
か

　
「
西
洋
学
」
や
「
巷
街
」（
遊
女
）、「
狂
歌
」
な
ど
様
々
な
分
野
の
十
人
を
選
ん
だ
番
付
（
図

3
）。「
当
世
十
大
家
」
の
項
に
は
三
代
歌
川
豊
国
が
、「
筆
頭
十
才
子
」
に
は
歌
川
国
芳
が
、

「
若
手
十
芸
」
に
は
歌
川
国
貞
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
芳
幾
の
名
は
「
浮
世
画
十
個
」
の

項
に
「
真
写　

一
恵
斎
芳
幾
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

図 1　『粋興奇人傳』国立国会図書館

図 2　同　「一蕙斎芳幾」　（下）部分

図 3　部分

図 3　「十目視所／十指々所　花王競
十種咲分　第初輯」
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②
―
2
『
歳
盛
記
』
慶
應
元
年
（
一
八
六
五
）

　

芳
幾
は
七
位
に
、
そ
し
て
本
項
冒
頭
に
挙
げ
た
同
時
代
の
絵
師
た
ち
の
内
、
月
岡
芳
年
は

十
位
に
、
豊
原
国
周
は
八
位
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
首
位
は
役
者
絵
を
よ
く
し
た
鳥
居
派
の

絵
師
・
鳥
居
清
満
。
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
絵
師
た
ち
の
画
名
の
多
く
に
「
国
」
や
「
芳
」

の
字
が
付
し
て
あ
る
が
、
芳
幾
の
よ
う
に
画
名
に
「
芳
」
が
冠
せ
ら
れ
る
絵
師
は
、
歌
川
国

芳
門
の
同
門
の
絵
師
た
ち
で
、
国
周
の
よ
う
に
「
国
」
が
付
さ
れ
て
い
る
名
前
は
三
代
歌
川

豊
国
門
下
の
絵
師
で
あ
る
。

②
―
3
『
歳
盛
記
』
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

　

芳
幾
は
三
位
へ
と
躍
進
し
て
い
る
。
芳
年
は
四
位
に
、
そ
し
て
慶
應
元
年
版
で
は
芳
年
よ

り
上
位
に
あ
っ
た
国
周
は
五
位
と
な
り
、
こ
こ
で
両
者
の
評
価
が
逆
転
す
る
。
こ
の
番
付
で

も
「
国
」
や
「
芳
」
が
付
け
ら
れ
た
絵
師
た
ち
の
名
前
が
散
見
さ
れ
る
。
一
方
こ
の
時
点

で
、
芳
幾
や
国
周
、
芳
年
に
既
に
弟
子
を
持
つ
身
に
な
っ
た
こ
と
も
こ
こ
か
ら
判
明
す
る
。

二
十
五
位
に
「
幾
丸
」、
二
十
七
位
に
「
周
延
」、
そ
し
て
二
十
八
位
に
「
年
次
」
の
名
前
が

見
ら
れ
る
が
、
彼
ら
は
順
に
芳
幾
、
国
周
、
そ
し
て
芳
年
の
弟
子
に
あ
た
る
。

②
―
4
『
東
京
流
行
細
見
記
』
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）

　

明
治
元
年
版
と
変
わ
ら
ず
三
位
に
名
前
が
掲
載
さ
れ
る
。
し
か
し
弟
弟
子
で
あ
る
芳
年
が

首
位
を
獲
得
し
て
お
り
、
浮
世
絵
師
と
し
て
の
評
価
は
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ち
な
み
に
国
周
は
四
位
。
芳
年
と
の
評
価
の
逆
転
は
、
本
番
付
に
掲
載
さ
れ
る
弟
子
数

に
も
如
実
に
示
さ
れ
る
。
こ
こ
に
芳
幾
門
下
は
一
名
も
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、

「
年
」
を
画
名
に
冠
し
た
芳
年
門
下
は
「
年
恒
」（
九
位
）、「
年
方
」（
十
二
位
）、「
年
景
」（
二
十
一

位
）、「
年
参
」（
二
十
三
位
）
の
四
名
に
加
え
て
「
芳
宗
」（12）
（
八
位
）
の
名
前
が
あ
り
、
浮
世
絵

界
に
お
け
る
勢
力
の
違
い
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
周
」
の
字
を
冠
し
た
国
周
門
下

の
絵
師
は
「
周
延
」（
十
一
位
）
と
「
周
重
」（
十
八
位
）
の
二
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お

こ
こ
で
初
め
て
、
小
林
清
親
の
名
前
が
十
五
位
に
見
え
る
。

　

総
観
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
芳
幾
の
人
気
番
付
に
よ
る
評
価
は
最
初
期
か
ら
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず

一
貫
し
て
高
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
代
の
絵
師
た
ち
が
徐
々
に
力
を
つ
け
、
ま
た
弟
子

た
ち
の
指
導
に
も
力
を
注
い
で
勢
力
の
拡
大
が
は
か
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
か

な
り
孤
独
な
状
態
へ
と
推
移
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
ま
た
、
明
治
十
八
年
の
番
付
で
は

因
縁
浅
か
ら
ぬ
弟
弟
子
・
芳
年
（13）
に
首
位
を
奪
わ
れ
、
か
つ
狩
野
派
出
身
で
あ
り
な
が
ら
版

本
挿
絵
や
版
画
で
人
気
を
博
し
た
小
林
永
濯
（
一
八
四
三
〜
九
〇
）
の
下
に
位
置
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
順
位
に
大
き
な
変
動
は
な
い
も
の
の
、
徐
々
に
浮
世
絵
界
の
中
心
人
物
の
座
を
降

り
て
い
く
経
過
が
番
付
に
は
見
ら
れ

る
。

③ 

皎
々
舎
梅
崕
編
、
芳
幾
画
『
久
万
那

幾
影
』　

慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）

　

前
項
①
に
も
挙
げ
た
通
り
、
芳
幾
は

文
久
年
間
以
降
、
戯
作
者
た
ち
な
ど
幕

末
の
文
化
人
（
通
人
）
た
ち
と
の
親
し

い
交
流
を
持
っ
た
。
彼
ら
の
遊
び
の
一

つ
に
、
先
に
記
し
た
「
三
題
噺
」
が
あ
り
、
そ
し
て
「
興
画
合
」
が
あ
っ
た
（14）
。「
興
画
合
」

と
は
「
時
々
に
決
め
ら
れ
た
「
兼
題
（
題
目
）
を
文
学
や
歌
舞
伎
を
背
景
と
す
る
見
立
て
、

言
葉
遊
び
な
ど
を
通
し
て
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
に
読
み
変
え
、
こ
れ
を
画
に
描
き
出
来
ば
え
を

競
う
遊
び
」（15）
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
こ
の
「
興
画
合
」
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
波
月
亭
花

雪
の
三
回
忌
の
追
善
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
は
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た

芳
幾
の
影
像
（
図
4
）
お
よ
び
テ
キ
ス
ト
も
記
さ
れ
る
。
記
載
は
以
下
の
通
り
。

　
　

 

両
国
米
沢
町
に
住
し
当
時
浮
世
絵
三
傑
と
称
せ
ら
る
ゝ
、
會
て
筆
才
の
み
な
ら
ず
頓
智

発
明
世
才
に
た
け
、
殊
に
秀
句
頓
才
の
達
人
に
し
て
平
生
の
軽
口
実
に
滑
稽
の
長
者
た

り
、
さ
は
あ
れ
志
正
く
賢
に
し
て
人
に
誘
引
れ
、
浮
た
る
席
に
列
る
事
あ
れ
ど
も
興
盡

る
頃
を
量
り
、
退
き
て
家
に
帰
り
他
に
一
泊
せ
し
事
な
し
と
い
へ
り
、

　
　
　

つ
と
め
し
と
筆
に
眼
の
つ
く
夏
書
か
な　

芳
幾

（
適
宜
、
新
字
に
修
正
）

　
「
当
時
浮
世
絵
三
傑
」
と
の
幕
末
に
お
け
る
浮
世
絵
界
の
評
価
が
記
さ
れ
る
ほ
か
、「
平
生

の
軽
口
実
に
滑
稽
の
長
者
た
り
」
と
そ
の
江
戸
っ
子
ら
し
い
性
格
や
、
外
泊
は
し
な
い
堅
実

さ
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
三
十
五
歳
当
時
の
芳
幾
を
間
近
に
見
た
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

④
三
囲
の
碑
（「
一
勇
斎
歌
川
先
生
墓
表
」）
：
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

　

明
治
六
年
十
月
、
師
で
あ
る
歌
川
国
芳
の
十
三
回
忌
に
あ
た
り
、
親
族
及
び
門
人
た
ち
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
碑
で
あ
る
。
向
島
三
囲
稲
荷
社
の
絵
馬
堂
西
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
現

存
。
碑
の
裏
面
に
は
門
人
一
同
の
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
芳
幾
の
名
は
六
番
目
に
あ
る
。
ま

図 4　『久万那幾影』より「芳幾」
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た「
芳
幾
社
中
」と
し
て「
幾
丸　

幾
英　

幾
勝
」の
三
名
の
芳
幾
門
人
の
名
も
見
ら
れ
る
（16）
。

⑤
野
崎
左
文
『
仮
名
反
故
』
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）

　

先
に
も
少
し
触
れ
た
通
り
、
野
崎
左
文
が
著
し
た
『
仮
名
反
故
』
は
、
戯
作
者
で
あ
り
新

聞
人
で
も
あ
っ
た
仮
名
垣
魯
文
の
逸
話
を
集
め
た
伝
記
で
あ
る
。
魯
文
は
左
文
の
師
で
あ
っ

た
。
魯
文
が
亡
く
な
っ
た
直
後
の
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
十
二
月
に
は
脱
稿
し
、
翌

二
十
八
年
二
月
に
版
行
さ
れ
た
（17）
。

　

芳
幾
と
は
親
交
が
深
か
っ
た
魯
文
の
伝
記
だ
け
に
、
芳
幾
の
名
が
登
場
す
る
記
述
も
多
く

見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
最
も
早
い
時
期
の
も
の
と
し
て
は
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
記

述
が
あ
る
。

　
　

 

安
政
四
年
の
春
魯
文
は
「
操
松
月
景
清
（
み
さ
を
の
ま
つ
つ
き
の
か
げ
き
よ
）」
と
い
ふ
三

冊
物
の
草
双
紙
を
著
し
口
絵
さ
し
絵
と
も
一
恵
斎
芳
幾
筆
に
て
呉
服
町
の
書
肆
槌
屋
茂

吉
方
よ
り
出
版
す
、
魯
文
是
ま
で
著
は
せ
し
戯
作
多
か
り
し
も
皆
切
附
本
と
称
す
る
印

刷
紙
質
と
も
粗
悪
な
る
冊
子
の
み
な
り
し
に
此
書
は
彫
刻
精
巧
、
製
本
も
亦
美
を
尽
し

た
れ
ば
世
評
随
つ
て
宜
し
き
の
み
な
ら
ず
魯
文
も
亦
初
め
て
檜
舞
台
に
上
り
た
る
心
地

な
り
と
言
ひ
て
喜
び
し
と
な
ん
、

（（　

）
内
は
原
文
の
ル
ビ
）

　

芳
幾
が
口
絵
と
挿
絵
を
担
当
し
た
合
巻
が
好
評
を
博
し
た
と
す
る
内
容
で
あ
る
。
続
く
文

久
年
間
に
は
、
魯
文
ら
戯
作
者
た
ち
や
歌
舞
伎
狂
言
作
者
、
噺
家
た
ち
と
も
親
し
く
交
遊
す

る
様
子
が
記
さ
れ
る
。
先
に
も
少
し
触
れ
た
三
題
噺
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

 

其
頃
ま
た
三
題
噺
（
さ
ん
だ
い
ば
な
し
）
の
催
し
流
行
せ
り
、
是
（
こ
）
は
文
化
の
昔
し

元
祖
三
笑
亭
可
楽
が
一
分
線
香
三
題
ば
な
し
と
名
づ
け
下
谷
広
徳
寺
前
な
る
孔
雀
長
屋

に
演
じ
て
当
時
大
評
判
を
取
り
し
を
思
ひ
出
し
柳
島
の
金
座
役
人
高
野
某
（
俳
名
花
兄

又
酔
桜
／
軒
と
も
号
せ
り
）
が
之
を
再
興
せ
ん
も
の
と
仮
名
垣
魯
文
、
山
々
亭
有
人
、
河

竹
新
七
（
後
黙
阿
／
弥
と
改
む
）
綾
岡
輝
松
、
梅
素
玄
魚
、
落
合
芳
幾
、
武
田
交
来
、
福

井
扇
夫
、
瀬
川
如
皐
の
諸
氏
、
黒
人
（
く
ろ
う
と
）
の
三
遊
亭
円
朝
、
柳
亭
左
楽
、
春

風
亭
柳
枝
等
と
謀
り
其
仲
間
を
粋
興
連
と
名
づ
け
文
久
二
年
の
秋
日
本
橋
万
町
の
柏
木

亭
に
高
座
を
設
け
知
己
朋
友
及
び
其
家
族
等
を
聴
衆
と
な
し
各
々
三
ッ
の
兼
題
を
結
び

て
一
席
の
落
語
に
綴
り
高
座
に
て
講
演
せ
し
が
人
気
こ
れ
に
集
ひ
て
忽
ち
市
中
の
評
判

と
な
り
翌
年
は
大
伝
馬
町
の
豪
商
勝
田
某
（
俳
名
春
の
／
屋
幾
久
）
別
に
興
笑
連
な
る
も

の
を
組
立
て
両
国
の
柳
屋
楼
上
を
以
て
定
席
と
せ
し
に
ぞ
夫
よ
り
後
は
、
粋
興
、
興
笑

の
両
連
は
昔
噺
の
昔
と
い
ふ
字
に
因
み
て
毎
月
廿
一
日
交
る
／
＼
同
会
を
催
せ
し
に
終

に
は
江
戸
一
種
の
流
行
物
と
な
り
其
流
行
に
連
れ
て
三
題
扇
子
、
蒔
絵
三
題
櫛
、
三
題

張
煙
管
、
銘
酒
三
題
ば
な
し
、
三
題
菓
子
、
三
題
染
浴
衣
、
三
題
模
様
半
襟
な
ど
を
売

出
す
者
多
く
又
後
に
は
粋
興
奇
人
伝
（
馬
喰
町
二
丁
／
目
丸
徳
出
版
）
三
題
噺
評
判
記
（
同

／
上
）
春
色
三
題
噺
（
春
の
屋
著
作
／
銀
町
丁
善
版
）
な
ど
云
へ
る
書
籍
（
し
よ
じ
や
く
）
の

出
版
を
見
る
に
至
れ
り
、

（（　

）
は
ル
ビ
、
ま
た
は
原
文
の
二
段
書
き
部
分
）

　

前
後
の
記
述
で
補
完
す
る
と
、
こ
れ
は
文
久
初
年
頃
の
こ
と
と
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
時
期

に
芳
幾
は
戯
作
者
や
狂
言
作
者
、
そ
し
て
噺
家
た
ち
と
共
に
「
三
題
噺
」
の
集
ま
り
を
持

ち
、「
粋
興
連
」
と
い
う
組
織
を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
中
に
、

浮
世
絵
師
は
芳
幾
の
名
し
か
見
当
た
ら
ず
、
絵
師
の
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
彼
ら
幕
末
市
井

の
文
化
人
た
ち
の
仲
間
入
り
を
、
既
に
こ
の
時
期
に
は
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
彼
ら
が

興
じ
た
も
の
は
「
三
題
噺
」
だ
け
で
は
な
く
、
仲
間
内
の
不
行
跡
な
ど
を
あ
げ
つ
ら
っ
て
風

刺
し
た
「
悪
摺
（
あ
く
ず
り
）」
と
呼
ば
れ
た
版
画
も
あ
っ
た
。

　
　

 

魯
文
翁
の
外
に
好
ん
で
悪
摺
を
作
り
し
者
は
山
々
亭
有
人
（
条
野
／
採
菊
）
二
代
目
柳
亭

種
彦
（
初
号
笠
／
亭
仙
果
）
梅
素
玄
魚
、
武
田
交
来
、
一
恵
斎
芳
幾
、
葛
飾
酔
桜
軒
（
高

野
／
某
）
出
揚
扇
夫
等
の
諸
氏
に
て
殊
に
盛
衰
競
、
南
子
（
な
ん
こ
）
の
馬
鹿
な
ど
云
へ

る
悪
摺
は
大
に
文
人
社
会
を
騒
が
せ
し
の
み
な
ら
ず
是
に
就
て
奇
談
頗
る
多
け
れ
ど

（
略
）

な
お
こ
の
記
述
に
あ
る
「
粋
興
奇
人
傳
」
に
つ
い
て
は
前
掲
の
通
り
。

⑥
「
一
蕙
斎
芳
幾
の
末
路
」『
此
花
』
第
十
七
枝
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
七
）
九
月

　

芳
幾
が
亡
く
な
っ
て
七
年
と
い
う
段
階
で
、
交
友
が
あ
っ
た
清
水
晴
風
か
ら
の
聞
き
書
き

と
い
う
形
で
ま
と
め
ら
れ
た
文
章
で
、
芳
幾
の
晩
年
を
知
る
好
資
料
で
あ
る
。

　
「
芳
幾
の
晩
年
で
す
か
、
イ
ヤ
悲
惨
（
み
じ
め
）
な
も
の
で
御
坐
い
ま
し
た
」
と
始
ま
る
こ
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の
資
料
に
は
、
芳
幾
の
寂
し
い
晩
年
が
記
さ
れ

る
。
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
の
『
東
京

絵
入
新
聞
』
終
刊
後
は
ま
ず
、
葺
屋
町
に
あ
る

レ
ン
ガ
造
り
三
階
建
て
の
立
派
な
家
を
借
り

て
、
妻
、
息
子
、
娘
夫
婦
と
共
に
住
ん
で
い
た

と
い
う
。
家
賃
は
「
廿
円
」（「
今
な
ら
ば
七
八
十
円
も
し
や
う
と
い
ふ
」
と
の
補
記
あ
り
）
と
い
う

高
額
な
借
家
だ
っ
た
と
伝
え
る
。
目
論
見
と
し
て
は
、
娘
婿
に
歯
科
を
開
業
さ
せ
、
息
子
に

薬
剤
師
を
、
そ
し
て
自
分
は
画
の
注
文
に
応
え
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
失
敗
し
、
一
家
離

散
の
状
態
に
な
っ
た
と
い
う
。
絵
画
だ
け
で
は
生
活
し
て
い
け
な
い
と
、「
美
術
人
形
」
の

制
作
な
ど
様
々
な
事
業
を
試
み
る
が
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
、
大
き
な
借
金
を
抱
え
る
身
に

な
っ
た
と
伝
え
る
。

　

そ
こ
で
近
し
い
友
人
た
ち
が
企
画
し
た
の
が
、
師
国
芳
の
四
十
回
忌
の
開
催
だ
っ
た
。
明

治
32
年
に
行
わ
れ
た
こ
の
追
善
書
画
会
に
つ
い
て
は
、
案
内
状
が
現
存
し
て
お
り
、
既
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
（18）
（
図
5
、
同
部
分
）。
し
か
し
こ
の
会
が
成
功
を
お
さ
め
、
ま
と
ま
っ
た
金
額

が
芳
幾
の
許
に
入
っ
た
こ
と
で
、
か
え
っ
て
困
窮
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
、
本
資

料
が
左
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

 

友
人
等
が
心
配
し
て
、
師
匠
国
芳
の
追
善
を
兼
て
名
納
会
を
し
た
な
ら
、
幾
許
か
纏
つ

た
金
子
が
寄
る
だ
ら
う
と
い
ふ
の
で
、
大
槻
如
電
さ
ん
や
何
か
ゞ
奔
走
し
て
会
を
開
き

ま
し
た
が
、
予
想
し
た
よ
り
盛
会
で
、
閉
会
後
勘
定
し
た
所
五
百
円
か
ら
残
り
ま
し

た
、
こ
れ
が
丁
度
暮
近
く
の
事
で
、
来
年
は
久
し
振
で
芳
幾
さ
ん
も
よ
い
正
月
を
す
る

だ
ら
う
と
噂
を
し
て
居
ま
し
た
が
（
中
略
）
芳
幾
さ
ん
の
話
に
、
今
度
は
ど
う
し
て
も

夜
逃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
の
で
、
夫
は
ど
う
し
た
訳
か
と
段
々
聞
き
ま
す

と
、
会
で
金
子
が
手
に
入
ツ
た
の
を
聞
て
借
金
取
が
押
寄
せ
た
か
ら
皆
払
う
た
が
未
だ

不
足
で
催
促
が
前
よ
り
も
厳
し
い
（
中
略
）
と
う
〳
〵
正
月
か
ら
戸
の
閉
め
続
け
で
間

も
な
く
本
所
の
太
平
町
の
汚
い
棟
割
長
屋
へ
引
移
り
長
ら
く
の
病
気
に
心
配
の
仕
通
し

で
歿
せ
ら
れ
ま
し
た
（
後
略
）

⑦
荘
逸
楼
主
人
「
落
合
芳
幾
」『
浮
世
絵
』
九
号
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
二
月

　

戯
作
者
と
の
交
遊
と
「
三
題
噺
」
や
「
悪
摺
」
な
ど
に
つ
い
て
記
し
、
さ
ら
に
「
三
題

噺
」
の
番
付
（「
作
者
評
判
記
」）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
評
価
を
記
す
。
そ
し
て
そ

う
し
た
交
友
関
係
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
の
が
、
現
在
も
芳
幾
作
品
の
中
で
評
価
が
高
い

影
絵
作
品
「
久
萬
那
幾
影
（
く
ま
な
き
か
げ
）」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
は
、
彼
ら
の
サ
ー

ク
ル
で
あ
る
興
画
会
を
主
催
し
た
波
月
亭
花
雪
の
三
回
忌
追
善
と
し
て
出
版
し
た
も
の
で
、

メ
ン
バ
ー
の
横
顔
の
肖
像
を
影
絵
で
表
し
「
頗
る
世
人
の
注
意
を
引
い
た
」
と
い
う
。

　

し
か
し
筆
者
は
、
影
絵
の
作
品
群
よ
り
も
「
そ
れ
よ
り
功
績
の
大
な
る
は
明
治
八
年
同
志

と
共
に
東
京
絵
入
新
聞
を
興
し
て
、
新
聞
に
挿
絵
を
創
始
し
た
一
事
は
大
に
特
筆
す
べ
き
事

で
あ
る
」
と
、
新
聞
人
と
し
て
の
側
面
を
評
価
す
る
。
さ
ら
に
『
歌
舞
伎
新
報
』
に
掲
載
し

た
役
者
似
顔
を
も
高
く
評
価
し
「
此
人
の
似
顔
絵
は
、
国
周
の
筆
よ
り
最
一
層
突
込
ん
で
写

生
し
た
傾
き
が
あ
る
」
と
記
す
。

　

人
柄
に
つ
い
て
も
「
一
体
に
技
工
の
才
は
充
分
あ
つ
た
が
今
云
ふ
江
戸
ッ
子
が
災
ひ
を
な

し
て
失
敗
し
た
の
は
誠
に
惜
し
い
も
の
で
あ
る
」
と
触
れ
て
い
る
。
加
え
て
本
資
料
は
、
そ

の
死
と
墓
所
に
つ
い
て
記
し
た
最
初
の
も
の
と
な
っ
た
。

　
　

 

晩
年
大
に
振
は
ず
明
治
三
十
七
年
二
月
六
日
本
所
太
平
町
の
寓
居
で
没
し
た
、
年

七
十
二
、
法
名
、
従
善
院
芳
幾
日
雄
居
士
（
じ
ゅ
う
ぜ
ん
い
ん
ほ
う
き
に
ち
ゆ
う
こ
じ
）、
浅

草
吉
野
町
日
蓮
宗
安
盛
寺
へ
葬
む
つ
た
（
略
）

（（　

）
内
は
ル
ビ
）

　

な
お
安
盛
寺
は
そ
の
後
浅
草
清
島
町
の
盛
泰
寺
（
じ
ょ
う
た
い
）
寺
と
合
併
、
池
袋
字
蟹
ヶ

窪
へ
と
移
転
し
た
と
し
、
落
合
家
の
墓
石
図
版
を
掲
載
す
る
。
但
し
そ
の
墓
石
に
は
芳
幾
の

名
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

⑧ 

淡
島
寒
月
「
私
の
幼
か
り
し
頃
」『
錦
絵
』
二
号
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
五
月
（
後
に
同

氏
『
梵
雲
庵
雑
話
』（19）
に
収
録
）

図 5　「先師一勇斎国芳翁四十回忌追善書画会」、
（下）同部分
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作
家
淡
島
寒
月
に
よ
る
明
治
時
代
の
思
い
出
を
記
し
た
文
章
の
中
で
、
明
治
の
浮
世
絵
界

に
お
け
る
芳
幾
の
評
価
を
、
他
の
絵
師
と
の
比
較
の
上
で
記
し
て
い
る
。

　
　

 （
略
）
欧
化
主
義
の
最
初
の
企
て
の
如
く
、
清
親
の
水
彩
画
の
よ
う
な
風
景
画
が
両
国

の
大
黒
屋
か
ら
出
板
さ
れ
て
、
頗
る
売
れ
た
も
の
で
あ
る
。
役
者
絵
は
国
周
で
独
占
さ

れ
、
芳
年
は
美
人
と
血
糊
の
つ
い
た
よ
う
な
絵
で
持
て
、
ま
た
芳
幾
は
錦
絵
と
し
て
は

出
さ
ず
に
、『
安
愚
楽
鍋
』『
西
洋
道
中
膝
栗
毛
』
な
ぞ
の
挿
絵
で
評
判
だ
っ
た
。（
略
）

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
他
の
絵
師
に
つ
い
て
は
錦
絵
を
例
示
す
る
の
に
対
し
、
芳
幾

に
つ
い
て
は
「
錦
絵
と
し
て
は
出
さ
ず
に
」
と
あ
り
、
芳
幾
が
錦
絵
制
作
か
ら
距
離
を
置
い

て
い
る
印
象
を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
ち
な
み
に
『
安
愚
楽
鍋
』
は
明
治
四
年
か
ら
、『
西

洋
道
中
膝
栗
毛
』
は
明
治
三
年
か
ら
刊
行
さ
れ
た
開
化
風
俗
を
描
き
出
し
た
合
巻
で
、
い
ず

れ
も
仮
名
垣
魯
文
の
作
で
あ
る
。

⑨ 

靄
軒
生
「
落
合
芳
幾《
明
治
の
錦
絵
》」『
日
本
及
日
本
人
』
701
号
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

　

芳
幾
の
伝
記
や
在
世
当
時
の
評
価
な
ど
を
広
範
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
国
芳
入
門
の
こ

と
、
安
政
地
震
の
際
の
作
画
や
そ
の
評
価
、
ま
さ
し
く
江
戸
っ
子
で
あ
っ
た
と
い
う
人
柄
、

そ
の
画
業
、
さ
ら
に
戯
作
者
た
ち
と
の
交
遊
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

　

安
政
地
震
の
際
、
命
の
危
険
を
も
顧
み
ず
、
吉
原
遊
廓
の
惨
状
を
三
枚
続
に
し
て
描
き
出

し
、
こ
れ
を
版
行
し
た
と
こ
ろ
一
か
月
で
「
二
十
杯
（
＝
四
千
組
）
の
売
高
」
に
及
び
、「
芳

幾
の
画
名
は
忽
に
伝
播
」
し
た
と
す
る
逸
話
を
記
し
て
い
る
。
一
方
、
こ
の
地
震
で
「
臨
月

の
妻
は
嫖
客
を
吉
原
の
稲
本
楼
に
送
り
往
き
、
入
口
の
梁
に
打
れ
て
横
死
を
遂
ぐ
」
と
あ

り
、
ま
た
自
家
も
潰
れ
て
し
ま
っ
た
不
幸
を
も
併
せ
て
記
す
。

　

人
と
な
り
に
つ
い
て
は
「
温
厚
著
実
に
し
て
如
才
な
く
、
座
談
に
長
じ
洒
落
は
口
を
衝
い

て
出
で
、
既
に
洒
落
幾
の
名
を
得
」
と
し
、
そ
の
人
柄
が
若
く
し
て
広
い
交
友
関
係
を
得
た

一
因
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

　

画
業
に
つ
い
て
は
、
先
に
資
料
③
と
し
て
挙
げ
た
『
久
万
那
幾
影
』（
慶
應
三
年
／

一
八
六
七
）
や
、
影
絵
に
よ
る
役
者
絵
シ
リ
ー
ズ
「
真ま
こ
と
の
つ
き
は
な
の
す
が
た
え

写
月
花
乃
姿
絵
」
を
挙
げ
、
こ
れ
ら

の
企
画
に
も
関
係
し
て
い
た
戯
作
者
ら
仲
間
た
ち
と
共
に
東
京
日
日
新
聞
を
創
刊
し
、
か
つ

明
治
八
年
に
は
東
京
絵
入
新
聞
を
創
刊
し
た
事
実
を
述
べ
る
。
な
お
『
東
京
絵
入
新
聞
』
の

創
刊
と
そ
の
評
価
に
関
し
て
は
、
本
項
資
料
⑦
の
記
述
を
踏
襲
し
た
も
の
だ
。

　

さ
ら
に
絵
師
と
し
て
の
芳
幾
の
評
価
を
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

 

芳
幾
の
全
盛
期
は
文
久
慶
應
の
年
間
に
あ
り
、
文
久
元
年
出
版
の
『
浮
世
絵
番
附
』（20）
に

も
亀
戸
豊
国
を
勧
進
元
と
し
、
梅
蝶
楼
国
貞
を
行
司
と
な
し
、
芳
幾
を
東
の
大
関
に
据

え
、
西
の
大
関
は
国
周
を
置
き
し
を
見
て
も
、
其
の
当
否
は
暫
く
措
き
兎
に
角
人
気
の

あ
り
し
事
は
想
像
し
得
ら
る
。

　

ま
た
本
資
料
で
は
、
芳
幾
と
国
周
の
役
者
絵
を
比
較
し
、「
綺
麗
を
専
ら
と
す
る
国
周
の

筆
意
に
反
し
、
芳
幾
は
写
実
を
主
と
し
て
特
徴
を
明
か
に
す
れ
ば
、
往
々
真
に
迫
る
も
の
あ

り
」
と
、
役
者
絵
に
お
け
る
肖
似
性
の
観
点
か
ら
、
芳
幾
を
国
周
よ
り
も
優
れ
て
い
た
と
評

価
す
る
。

　

し
か
し
一
方
、
師
・
国
芳
が
語
っ
た
と
い
う
芳
幾
と
芳
年
に
つ
い
て
の
比
較
評
価
も
記
さ

れ
る
。

　
　

 

嘗
て
国
芳
言
へ
る
こ
と
あ
り
、
芳
幾
は
器
用
に
任
せ
て
筆
を
走
ら
せ
ば
、
画
に
覇
気
な

く
熱
血
な
し
、
芳
年
は
覇
気
に
富
め
ど
も
不
器
用
な
り
、
芳
幾
に
し
て
芳
年
の
半
分
覇

気
あ
ら
ん
か
、
今
の
浮
世
絵
師
中
そ
の
右
に
出
る
者
な
か
ら
ん
と
、

　

こ
の
記
述
は
、
芳
幾
に
つ
い
て
は
無
論
の
事
、
芳
年
に
関
し
て
も
重
要
な
指
摘
と
言
え

る
。
そ
し
て
最
後
に
そ
の
死
と
家
族
に
つ
い
て
記
す
。
六
男
四
女
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
全

て
後
妻
の
連
れ
子
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
末
子
の
六
郎
が
父
を
継
い
で
画
家
と
な
っ
た
こ
と
、

六
郎
（
画
名
芳
麿
）
は
富
岡
永
洗
に
師
事
し
て
新
派
劇
の
番
付
を
多
く
描
い
た
が
三
十
歳
に

し
て
没
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

⑩ 

樋
口
二
葉
「
落
合
芳
幾
」『
新
小
説
』
大
正
十
五
年
（
一
九
一
六
）
八
月
号
（
浮
世
絵
趣
味
号
）

　

本
項
③
⑤
⑥
⑦
⑨
の
資
料
を
基
に
ま
と
め
た
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
生
家
と
家
族
、
国
芳

へ
の
入
門
、
安
政
大
地
震
の
際
の
作
画
と
そ
の
成
功
、
い
わ
ゆ
る
江
戸
っ
子
で
あ
る
人
柄
、

戯
作
者
た
ち
と
の
交
流
と
三
題
噺
、
悪
摺
、
興
画
合
な
ど
の
遊
び
に
つ
い
て
は
、
先
行
資
料

の
内
容
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　

先
行
資
料
に
記
さ
れ
て
い
な
い
事
柄
と
し
て
は
『
今
古
実
録
』
の
刊
行
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
同
志
の
広
岡
幸
助
が
主
と
な
つ
て
活
版
印
刷
社
を
経
営
し
栄
泉
社
と
い
つ
た
が
、
栄
泉
社
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に
て
『
今
古
実
録
』
と
い
ふ
を
出
し
て
、
其
挿
画
を
擔
任
」
し
た
と
記
さ
れ
る
。
そ
の
第
一

号
と
目
さ
れ
る
の
が
『
今
古
実
録　

大
塩
平
八
郎
伝
記
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）（21）
で
あ
る
。

奥
付
を
見
る
と
「
明
治
十
五
年

一
月
十
七
日
御
届
」
と
あ
り
、

刊
行
は
「
栄
泉
社
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
同
書
国
会
図
書
館
所

蔵
本
下
巻
表
紙
（
図
6
）
に
は

「
一
蕙
斎
芳
幾
画
」
と
明
記
さ

れ
て
お
り
、
挿
画
担
当
者
と
し

て
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が
あ
っ
た

こ
と
を
窺
わ
せ
る
好
資
料
と
言

え
る
。

⑪
井
上
和
雄
『
浮
世
絵
師
傳
』
よ
り
「
芳
幾
」
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）、
渡
邊
版
画
店

　

い
わ
ゆ
る
『
浮
世
絵
類
考
』
諸
本
の
掉
尾
と
な
る
浮
世
絵
師
の
人
名
事
典
で
あ
る
。

生
没
年
や
画
系
、
作
画
期
な
ど
を
冒
頭
に
記
し
、
伝
記
事
項
の
前
半
部
分
は
本
項
で
挙
げ
た

資
料
①
『
粋
興
奇
人
傳
』
に
載
る
芳
幾
伝
に
準
拠
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

後
半
の
新
聞
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
本
項
で
挙
げ
た
先
行
資
料
③
⑤
⑥
⑦
⑨
を
参
照
し
て

い
る
。
し
か
し
『
東
京
日
日
新
聞
』
の
錦
絵
新
聞
（
明
治
七
年
十
月
か
ら
翌
八
年
七
月
ま
で
）
に

つ
い
て
は
、
本
資
料
に
よ
っ
て
初
め
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
『
東
京
日
日
新
聞
』

は
、
幕
末
以
来
の
仲
間
（
戯
作
者
た
ち
な
ど
）
と
共
同
で
創
刊
し
た
も
の
で
あ
る
に
か
か
わ
ら

ず
、
創
刊
事
業
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。

⑫ 

樋
口
弘
『
幕
末
明
治
の
浮
世
絵
集
成
』
よ
り
「
幕
末
明
治
の
浮
世
絵
師
伝
」
昭
和
三
十
年

（
一
九
五
五
）、
味
燈
書
屋
（22）

　

本
項
の
先
行
資
料
の
う
ち
主
に
③
⑤
⑥
⑦
⑨
を
参
照
し
た
伝
記
。
但
し
「
一
蕙
斎
、
蕙

斎
、
朝
霞
楼
、
晒
落
斎
等
の
数
号
が
あ
つ
た
」
と
す
る
な
ど
、
作
品
に
即
し
て
の
記
述
も
見

ら
れ
る
。

⑬ 

鈴
木
仁
一
「
末
期
浮
世
絵
の
異
色
作 

― 

国
芳
・
芳
年
・
芳
幾 

―
」『
古
美
術
』
34
号
、
昭

和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）

　

本
資
料
は
、
こ
こ
ま
で
挙
げ
て
き
た
文
献
と
は
違
い
、
芳
幾
の
伝
記
事
項
や
画
業
全
般
に

つ
い
て
触
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
時
期
以
降
近
年
ま
で
続
い
て
い
る
「
血
み
ど
ろ

絵
」
評
価
を
表
す
文
献
と
し
て
挙
げ
た
。
本
稿
冒
頭
に
も
記
し
た
通
り
、
慶
應
二
年

（
一
八
六
六
）
に
版
行
さ
れ
た
芳
幾
と
芳
年
の
競
作
「
英
名
二
十
八
衆
句
」（
二
十
八
枚
揃
、
各

十
四
図
ず
つ
制
作
）
を
主
に
取
り
上
げ
、
同
じ
く
血
み
ど
ろ
絵
と
さ
れ
る
芳
年
「
魁
題
百
撰

相
」（
慶
應
四
年
〜
明
治
二
年
／
一
八
六
八
〜
六
九
）
と
の
比
較
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
師
の
伝
記
事
項
や
他
の
作
例
な
ど
は
記
し
て
い
な
い
。

⑭ 

高
橋
誠
一
郎
「
総
説
・
明
治
版
画
」
の
う
ち
「
芳
年
の
兄
弟
子
芳
幾
」
同
氏
編
『
浮
世
絵

大
系　

12　

清
親
』
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）、
集
英
社

　

時
代
別
に
そ
の
時
代
の
代
表
的
な
浮
世
絵
師
た
ち
の
画
業
を
総
観
し
た
浮
世
絵
の
画
集
で

あ
る
。
芳
幾
は
、
巻
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
小
林
清
親
や
弟
弟
子
月
岡
芳
年
、
役
者
絵
を
よ
く

し
た
豊
原
国
周
と
共
に
掲
載
さ
れ
る
。
本
全
集
は
原
寸
大
の
カ
ラ
ー
図
版
を
掲
載
し
て
い
る

こ
と
が
特
色
だ
が
、
こ
の
巻
で
は
清
親
が
十
二
点
、
月
岡
芳
年
が
七
点
、
豊
原
国
周
が
五
点

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
芳
幾
作
品
は
三
点
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
カ
ラ
ー
図
版
の

掲
載
点
数
は
本
資
料
編
集
当
時
に
お
け
る
芳
幾
の
評
価
を
如
実
に
表
す
も
の
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　

高
橋
氏
に
よ
る
論
考
「
総
説
・
明
治
版
画
」
に
は
小
項
目
「
芳
年
の
兄
弟
子
芳
幾
」
が
立

て
ら
れ
る
が
、
清
親
に
は
四
頁
、
芳
年
、
国
周
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
頁
が
充
て
ら
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
芳
幾
は
一
頁
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
注
目
度
の
低
さ
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
他
の

絵
師
に
つ
い
て
は
同
氏
に
よ
る
作
品
評
価
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
芳
幾
に
関
し

て
は
本
項
で
挙
げ
た
伝
記
資
料
を
ま
と
め
た
の
み
で
あ
る
。

⑮ 
日
本
浮
世
絵
協
会
編
『
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典　

第
九
巻　

作
品
四　

広
重
〜
清
親
』

の
う
ち
「
落
合
芳
幾
」
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）、
大
修
館

　

日
本
浮
世
絵
協
会
（
現
国
際
浮
世
絵
学
会
）
が
編
集
し
た
全
十
一
巻
か
ら
成
る
浮
世
絵
全

集
。
芳
幾
は
第
九
巻
に
、
主
な
作
品
と
共
に
見
開
き
一
頁
の
紙
面
で
紹
介
さ
れ
る
。
し
か
し

小
林
清
親
に
関
し
て
は
見
開
き
六
頁
、
月
岡
芳
年
に
五
頁
、
豊
原
国
周
に
も
二
頁
が
割
か
れ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
同
時
代
を
活
躍
期
と
す
る
絵
師
た
ち
に
比
べ
、
そ
の
評
価
は

図 6　『今古実録　大塩平八郎伝記』
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極
め
て
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
二
）
落
合
芳
幾
研
究
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
そ
の
特
色

　

前
項
で
は
落
合
芳
幾
の
人
物
像
や
伝
記
、
事
績
に
つ
い
て
記
し
た
主
な
研
究
資
料
を
、
時

系
列
に
提
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
い
つ
の
時
点
で
誰
が
ど
の
よ
う
な
指
摘
を
し
た
の
か
、

そ
し
て
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
踏
襲
さ
れ
、
か
つ
ま
た
ま
と
め
ら
れ
て
い
く
の
か
が
見
え
て
き

た
。
ま
た
本
章
冒
頭
に
も
記
し
た
通
り
、
前
項
で
の
提
示
資
料
を
含
む
落
合
芳
幾
に
関
す
る

文
献
を
ま
と
め
た
「【
資
料
1
】
落
合
芳
幾
文
献
目
録
（
未
定
稿
）」
を
総
観
す
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
そ
の
特
色
が
判
明
す
る
。

　

芳
幾
研
究
の
経
緯
と
そ
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
る
。
在
世
当
時
か
ら
の
記
録
が
残
っ
て
い

る
事
が
最
も
大
き
な
特
色
と
言
え
る
。
例
え
ば
①
『
粋
興
奇
人
傳
』（
一
八
六
一
）（
図
3
）
刊

行
当
時
の
芳
幾
の
年
齢
は
三
十
一
歳
で
、
ま
だ
ま
だ
若
手
の
絵
師
で
あ
っ
た
。
ま
た
③
『
久

万
那
幾
影
』（
一
八
六
七
）
も
、
芳
幾
自
身
が
参
加
し
て
い
た
興
画
合
の
メ
ン
バ
ー
の
影
絵
を

自
身
が
挿
画
を
担
当
し
た
も
の
。
そ
し
て
こ
こ
に
も
芳
幾
の
影
絵
な
ら
び
に
略
伝
が
掲
載

（
図
4
）
さ
れ
て
い
る
（23）
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
記
述
を
基
に
、
没
後
資
料
に
お
け
る
芳
幾
伝
記

が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。
芳
幾
没
後
の
資
料
と
し
て
最
も
早
い
も
の
は
、
⑥

「
一
蕙
斎
芳
幾
の
末
路
」（
一
九
一
七
）
で
あ
る
が
、
前
述
の
通
り
、
こ
れ
は
生
前
を
知
る
人

物
か
ら
の
聞
き
書
き
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
そ
の
後
、
大
正
初
期
に
は
⑦
荘
逸
楼
主
人

「
落
合
芳
幾
」（
一
九
一
六
）、
⑨
靄
軒
生
「
落
合
芳
幾　
《
明
治
の
錦
絵
》」（
一
九
一
七
）
等
お

そ
ら
く
は
生
前
を
知
る
関
係
者
か
ら
の
取
材
に
よ
っ
て
成
立
し
た
伝
記
の
基
礎
資
料
が
形
成

さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
大
正
末
年
の
⑩
樋
口
二
葉
「
落
合
芳
幾
」（
一
九
二
五
）
以
降
は
、
ほ

ぼ
基
礎
資
料
の
踏
襲
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
こ
の
樋
口
論
文
（
⑩
）
以
降
、

芳
幾
の
名
を
タ
イ
ト
ル
に
冠
し
た
論
文
は
二
〇
〇
二
年
（
鈴
木
い
つ
か
「
落
合
芳
幾 
― 
そ
の
生
涯

と
幕
末
明
治
に
お
け
る
画
業
の
意
義
」（24）
）
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
【
資
料
1
】
か
ら
は
、

芳
幾
の
み
を
取
り
上
げ
た
画
集
や
個
展
の
開
催
、
そ
し
て
単
行
書
（
研
究
書
）
の
刊
行
も
な

い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
【
資
料
1
】
か
ら
は
さ
ら
に
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
か
ら
同
三
十
年
（
一
九
五
五
）
ま
で

の
間
、
芳
幾
に
関
す
る
研
究
は
全
く
発
表
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
判
明
す
る
。
但
し
こ
う
し

た
状
況
は
、
同
時
代
の
浮
世
絵
師
で
あ
る
豊
原
国
周
や
月
岡
芳
年
に
も
共
通
し
て
い
る
（25）
。

浮
世
絵
と
い
う
存
在
が
、
研
究
対
象
と
し
て
言
わ
ば
「
歴
史
化
」
さ
れ
て
い
く
時
の
価
値
判

断
の
基
準
は
、
明
治
浮
世
絵
の
場
合
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
清
新
さ
に
置
か
れ
て
い
た
こ

と
は
、
既
に
述
べ
て
い
る
（26）
が
、
芳
幾
も
ま
た
そ
の
基
準
か
ら
は
外
れ
た
存
在
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
さ
ら
に
芳
幾
の
場
合
、
錦
絵
作
品
に
関
す
る
研
究
上
の
関
心
が
極
め
て
薄
い
と
い

う
こ
と
も
、
浮
世
絵
師
と
し
て
の
低
評
価
の
一
因
か
と
考
え
ら
れ
る
。
芳
幾
研
究
に
お
い
て

は
、
⑨
靄
軒
生
「
落
合
芳
幾
《
明
治
の
錦
絵
》」（
一
九
一
七
）
に
記
さ
れ
る
影
絵
に
よ
る
役

者
絵
シ
リ
ー
ズ
「
真
写
月
花
乃
姿
絵
」（
慶
應
三
年
／
一
八
六
七
）
や
、
⑪
井
上
和
雄
『
浮
世
絵

師
傳
』
よ
り
「
芳
幾
」（
一
九
三
一
）
に
あ
る
「
東
京
日
日
新
聞
」
の
錦
絵
新
聞
（
明
治
七
年
〜

八
年
／
一
八
七
四
〜
七
五
）
以
外
は
錦
絵
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
。
他
に

は
⑦
荘
逸
楼
主
人
「
落
合
芳
幾
」（
一
九
一
六
）
に
「
写
真
を
引
延
し
た
や
り
方
の
似
顔
絵
」

と
記
さ
れ
る
「
俳
優
写
真
鏡
」（
明
治
三
年
／
一
八
七
〇
）
が
あ
る
の
み
で
、
芳
年
と
の
競
作
で

知
ら
れ
る
「
英
名
二
十
八
衆
句
」（
慶
應
二
〜
三
年
／
一
八
六
六
〜
六
七
）
が
紹
介
さ
れ
る
の
は
、

遥
か
後
年
の
⑬
鈴
木
仁
一
「
末
期
浮
世
絵
の
異
色
作 

― 

国
芳
・
芳
年
・
芳
幾 

―
」

（
一
九
七
一
）
で
の
こ
と
で
あ
る
（27）
。
ま
た
共
に
在
世
時
の
記
録
で
あ
る
⑧
淡
島
寒
月
「
私
の

幼
か
り
し
頃
」（
一
九
一
七
）
が
語
る
「
芳
幾
は
錦
絵
と
し
て
は
出
さ
ず
に
、『
安
愚
楽
鍋
』『
西

洋
道
中
膝
栗
毛
』
な
ぞ
の
挿
絵
で
評
判
だ
っ
た
。」
と
い
う
言
葉
や
、
飯
島
虚
心
（
半
十
郎
）

の
『
浮
世
絵
師
便
覧
』（
一
八
九
三
）
の
以
下
の
記
述
か
ら
は
、
在
世
時
か
ら
錦
絵
を
描
く
絵

師
と
し
て
の
認
識
は
薄
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
判
明
す
る
。

　
　

芳
幾

　
　

 　

 

歌
川
、
◯
国
芳
門
人
、
落
合
氏
、
俗
称
幾
次
郎
、
朝
霞
楼
、
蕙
斎
閑
人
、
一
幾
斎
等

の
号
あ
り
、
今
画
か
ず
、
◯
嘉
永
、
明
治

　
　

飯
島
半
十
郎
『
浮
世
絵
師
便
覧
』
よ
り
「
芳
幾
」
の
項

　

そ
し
て
現
存
作
品
か
ら
類
推
し
て
も
芳
幾
筆
の
錦
絵
作
品
は
少
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
芳

幾
が
、
錦
絵
と
い
う
媒
体
よ
り
も
自
ら
新
し
い
媒
体
で
あ
る
新
聞
や
雑
誌
を
活
躍
の
場
に
選

ん
だ
結
果
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
新
聞
の
研
究
に
お
い
て
も
、
そ
の
挿
画
へ
の
言
及
は
ま
ず

は
留
保
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
、
し
た
が
っ
て
芳
幾
は
明
治
と
い
う
新
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
も
の
に
挑
戦
し
続
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
等
閑
視
さ
れ
た
ま
ま
現

在
に
至
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

近
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
特
に
一
連
の
「
影
絵
」
作
品
群
へ
の
関
心
が
高
ま
り
を
見

せ
、
芳
幾
研
究
は
緒
に
就
い
た
と
こ
ろ
と
言
え
る
。
そ
れ
は
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
の
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「「
影
絵
」
の
十
九
世
紀
」
展
（
於
・
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
）
開
催
と
、
こ
の
展
覧
会
を
担
当
さ

れ
た
岡
戸
敏
幸
氏
に
よ
る
論
考
群
（28）
が
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
ま
た
錦
絵
新
聞
に
つ
い
て
も
、
早
く
は
小
野
秀
雄
氏
に
よ
る
貴
重
な
研
究
『
新
聞
錦

絵
』（
一
九
七
二
）
が
あ
り
、
昭
和
末
年
か
ら
の
土
屋
礼
子
氏
に
よ
る
一
連
の
研
究
に
よ
っ
て

豊
か
な
実
り
を
見
せ
て
い
る
（29）
。

　

現
在
で
は
、
先
学
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
た
貴
重
な
研
究
が
続
々
と
発
表
さ
れ
始
め
て
お

り
、
芳
幾
研
究
の
進
捗
に
期
待
が
持
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（30）
。

三
、
落
合
芳
幾
伝
記
～
研
究
史
を
踏
ま
え
て
～

　

前
章
で
紹
介
し
た
芳
幾
に
関
す
る
基
本
的
な
資
料
の
記
述
と
そ
の
他
の
研
究
、
そ
し
て
作

品
資
料
デ
ー
タ
な
ど
を
基
に
、「【
資
料
3
】
落
合
芳
幾
年
譜
（
未
定
稿
）」
を
作
成
し
た
。
お

そ
ら
く
は
公
刊
さ
れ
る
芳
幾
個
人
の
年
譜
と
し
て
は
初
の
も
の
と
な
る
。
以
下
、
前
章
の
検

討
と
【
資
料
3
】
を
踏
ま
え
て
芳
幾
の
伝
記
を
記
す
。
文
中
に
記
し
た
「
①
」
な
ど
の
記
号

は
、
そ
の
記
述
の
根
拠
（
初
出
の
出
典
）
を
示
し
た
も
の
で
、【
資
料
3
】
に
挙
げ
た
文
献
番

号
を
意
味
す
る
。

　

落
合
芳
幾
は
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
四
月
、
吉
原
日
本
堤
下
の
編
笠
茶
屋
の
子
と
し

て
生
ま
れ
た
。
通
称
（
本
名
）
は
落
合
幾
次
郎
（
⑪
）。
引
手
茶
屋
の
息
で
あ
る
と
す
る
記
述

も
あ
り
（
①
）、
こ
れ
を
踏
襲
す
る
記
述
（
⑮
）
も
あ
る
が
、
現
在
は
編
笠
茶
屋
と
す
る
の
が

定
説
で
あ
る
。
幼
少
期
を
国
芳
門
下
の
一
好
斎
芳
兼
の
息
・
武
内
久
一
（
木
彫
作
家
）
と
遊

ん
で
過
ご
し
、
芳
兼
の
仕
事
を
見
て
い
た
と
い
う
（
⑪
）。
父
は
芳
幾
を
質
屋
へ
の
奉
公
に

行
か
せ
た
が
、
絵
師
へ
の
夢
絶
ち
難
く
、
つ
い
に
戻
っ
た
と
伝
え
る
（
①
）。

　

国
芳
へ
の
入
門
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
か
そ
の
翌
年
の
こ
と
で
、
当
時
の
芳
幾
は

十
七
、十
八
歳
に
な
っ
て
い
た
。
芳
兼
の
紹
介
に
よ
る
（
⑪
）。
な
お
芳
兼
の
息
・
武
内
久
一

の
紹
介
に
よ
る
と
す
る
説
も
あ
る
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
（
⑬
）。
号
は
一
蕙
斎
（
後
に
蕙

斎
）、
朝
霞
楼
（
⑪
）、
晒
落
斎
（
⑭
）
な
ど
が
あ
る
（
⑭
）。
初
筆
は
合
巻
『
箱
根
霊
験
躄
仇

討
』（
柳
水
亭
種
清
作
）
の
挿
絵
（
㉓
）
と
さ
れ
る
。

　

芳
幾
が
そ
の
画
名
を
一
躍
上
げ
た
作
品
と
し
て
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
月
二
日

に
起
こ
っ
た
安
政
江
戸
地
震
の
惨
状
を
描
い
た
三
枚
続
に
よ
る
錦
絵
が
あ
る
。
吉
原
遊
廓
内

の
惨
状
を
実
地
で
写
生
し
、
直
ち
に
三
枚
続
の
錦
絵
と
し
て
刊
行
。
続
々
と
注
文
が
殺
到

し
、
こ
う
し
た
作
品
だ
け
で
も
七
、八
種
類
ほ
ど
描
い
た
と
い
う
。
未
曽
有
の
売
り
上
げ

で
、
一
説
に
「
二
十
杯
」（
四
千
組
）
の
売
り
上
げ
を
記
録
し
た
と
い
う
。
ま
た
そ
の
際
、
生

家
の
家
業
で
あ
る
編
笠
茶
屋
の
仕
事
を
手
伝

い
、
登
楼
客
を
吉
原
遊
廓
内
へ
と
送
っ
て
い

た
臨
月
の
妻
は
廓
内
で
亡
く
な
っ
て
い
る

（
⑪
）。
先
行
資
料
に
は
一
連
の
作
品
は
紹
介

さ
れ
て
い
な
い
が
、「
安
政
二
稔
十
月
二
日

夜
亥
朱
刻
大
地
震
焼
失
市
中
騒
動
図
」（
図

7
）
と
題
し
た
無
款
の
作
品
が
東
京
大
学
地

震
研
究
所
に
所
蔵
（
石
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（31）
）

さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
作
品

だ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　

安
政
四
年
に
挿
絵
を
担
当
し
た
『
操
松
月

景
清
』
初
〜
3
編
（
鈍
亭
魯
文
作
）
も
芳
幾
の

画
期
と
な
っ
た
仕
事
で
あ
っ
た
ろ
う
。
⑤
野

崎
左
文
「
仮
名
反
故
」
は
「
此
書
は
彫
刻
精

巧
、
製
本
も
亦
美
を
尽
し
た
れ
ば
世
評
随
つ

て
宜
し
き
の
み
な
ら
ず
魯
文
も
亦
初
め
て
檜

舞
台
に
上
り
た
る
心
地
な
り
と
言
ひ
て
喜
び

し
と
な
ん
」
と
伝
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
仕

事
の
甲
斐
あ
っ
て
、
翌
々
安
政
六
年
頃
の
番
付
「
花
王
競
十
種
咲
分
」（
図
3
）
に
「
真
写　

一
恵
斎
芳
幾
」
と
そ
の
名
が
載
る
。
さ
ら
に
翌
安
政
七
年
（
万
延
元
年
）
閏
三
月
二
十
一
日

に
は
、
柳
橋
河
半
楼
で
画
名
の
披
露
を
行
っ
た
と
さ
れ
（
⑦
）、
言
わ
ば
新
進
気
鋭
の
若
手

絵
師
と
し
て
一
躍
表
舞
台
に
上
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

続
く
文
久
年
間
（
一
八
六
一
〜
六
四
）、
慶
應
年
間
（
一
八
六
五
〜
六
八
）
が
、
芳
幾
の
全
盛
期

と
さ
れ
る
（
⑩
）。
文
久
元
年
刊
行
の
浮
世
絵
師
の
番
付
で
は
東
の
大
関
に
擬
せ
ら
れ
た
と

い
い
（
⑪
（32）
）、
一
方
こ
の
頃
か
ら
戯
作
者
・
仮
名
垣
魯
文
や
山
々
亭
有
人
（
條
野
採
菊
）
ら
と

の
交
友
が
始
ま
る
。「
三
題
噺
」
や
「
興
画
合
」
と
い
っ
た
催
し
物
や
、
友
人
ら
の
内
輪
話

や
行
い
を
諷
刺
画
で
描
い
て
配
る
「
悪
摺
絵
」
が
流
行
し
、
そ
の
絵
を
数
多
く
手
掛
け
て
い

る
（
⑪
）。「
粋
興
連
」
と
い
う
彼
ら
の
仲
間
た
ち
の
肖
像
と
略
伝
を
記
し
た
『
粋
興
奇
人
傳
』

は
文
久
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
（
①
）。
そ
の
間
、
師
国
芳
が
文
久
元
年
に
没
し
て
い
る
が
、

多
く
の
国
芳
門
下
を
代
表
し
て
死
絵
を
担
当
し
て
い
る
（
⑱
）。
慶
応
元
年
に
は
番
付
『
歳

盛
記
』（
②
）
で
七
位
と
な
り
、
そ
の
翌
年
に
は
弟
弟
子
月
岡
芳
年
と
の
競
作
「
英
名
二
十
八

図 7　無款（落合芳幾か）「安政二稔十月二日夜亥朱刻大地震焼失市中
騒動図」（無認可出版）
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衆
句
」
を
版
行
、
か
つ
選
ば
れ
て
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
出
品
す
る
肉
筆
浮
世
絵
画
帖
制
作
に

も
従
事
し
て
い
る
（
⑯
）。
続
く
慶
應
三
年
に
は
興
画
の
会
を
主
催
し
た
波
月
亭
花
雪
の
三

回
忌
追
善
と
し
て
メ
ン
バ
ー
の
肖
像
を
影
絵
で
表
現
し
た
『
久
萬
那
畿
影
』（
⑩
、
⑪
）、
同

じ
く
歌
舞
伎
役
者
の
肖
像
を
影
絵
で
描
い
た
「
真
写
月
花
之
姿
絵
」
シ
リ
ー
ズ
38
枚
を
刊
行

し
て
好
評
を
博
す
（
⑩
）。
錦
絵
作
品
の
版
行
と
戯
作
者
た
ち
と
の
交
遊
の
成
果
の
バ
ラ
ン

ス
が
保
た
れ
て
い
た
得
意
の
時
期
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
浮
世
絵
師
番
付
で
は
三
位
と
な
り
（
③
）、
明
治
初
年
は
い
く

つ
か
の
美
人
画
シ
リ
ー
ズ
（33）
や
、
役
者
似
顔
に
写
真
の
視
覚
を
取
り
入
れ
た
「
俳
優
写
真

鏡
」
シ
リ
ー
ズ
の
版
行
（
㉑
）
が
見
ら
れ
る
が
、
明
治
五
年
に
『
東
京
日
日
新
聞
』
を
山
々

亭
有
人
（
條
野
採
菊
）、
西
田
伝
助
と
共
に
創
刊
（
⑪
、
㉒
）
し
て
か
ら
は
、
新
聞
や
出
版
事
業

へ
の
傾
斜
が
強
く
な
っ
て
い
く
。
記
事
を
錦
絵
化
し
た
「
東
京
日
日
新
聞
大
錦
」（
⑮
）
や

『
平
仮
名
絵
入
新
聞
』
の
挿
絵
（
⑩
）、
演
劇
雑
誌
『
歌
舞
伎
新
報
』（
⑩
）
な
ど
、
明
治
後
の

作
画
の
場
は
錦
絵
か
ら
大
き
く
離
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
『
平
仮
名
絵
入
新

聞
』
の
挿
絵
は
、
新
聞
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー
ジ
を
付
し
た
最
初
の
事
例
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
（
⑩
）。
芳
幾
の
後
半
生
は
、
後
に
『
東
京
絵
入
新
聞
』
と
改
称
し
た
こ
の
新

聞
を
活
躍
の
場
と
し
た
が
、
終
刊
後
は
様
々
な
事
業
に
着
手
す
る
も
悉
く
失
敗
し
、
失
意
の

晩
年
と
な
っ
た
（
⑧
）。
明
治
三
十
七
年
二
月
六
日
、
本
所
太
平
町
の
仮
寓
に
て
没
。
享
年

七
十
二
（
⑩
）。

四
、
お
わ
り
に
：
落
合
芳
幾
研
究
の
展
望

　

本
稿
で
は
、
最
後
の
浮
世
絵
師
の
一
人
で
あ
り
、
か
つ
最
初
期
の
新
聞
人
で
あ
っ
た
落
合

芳
幾
の
基
礎
的
な
研
究
を
行
っ
た
。
遺
さ
れ
た
作
品
群
や
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
な
る
べ
く
綿

密
に
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
少
な
り
と
も
立
体
的
な
人
物
像
を
構
築
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　

意
外
と
も
思
え
る
ほ
ど
の
錦
絵
作
品
の
少
な
さ
の
一
方
で
、
そ
の
後
半
生
に
新
し
い
媒
体

で
あ
る
新
聞
や
雑
誌
に
活
躍
の
場
を
求
め
、
新
機
軸
を
も
打
ち
立
て
た
芳
幾
の
画
業
は
、
や

が
て
終
焉
を
迎
え
る
浮
世
絵
界
に
お
い
て
、
残
さ
れ
た
浮
世
絵
師
た
ち
の
活
路
を
最
も
早
い

時
期
に
提
示
し
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
厳
密
に
錦
絵
と
い
う
多
色
刷
り
木
版

画
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
す
る
な
ら
ば
、
芳
幾
の
画
業
は
壮
年
期
に
お
い
て
既
に
戦
線
離
脱

し
た
と
捉
え
ら
れ
よ
う
が
、
挿
絵
や
口
絵
と
い
っ
た
印
刷
媒
体
に
付
す
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ
メ
ー

ジ
の
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
な
ら
ば
積
極
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
草
創
期
の
新
聞
や
雑
誌
に
そ
の
足
跡
を
残
し
た
人
物
と
し
て
の
評
価
も
、
無
論
こ
れ
ま

で
以
上
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（34）
。

　

近
年
の
芳
幾
研
究
は
主
に
幕
末
の
、
い
わ
ゆ
る
「
影
絵
」
の
作
品
群
に
注
目
し
た
も
の
が

多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
た
と
え
ば
同
世
代
を
生
き
た
浮
世
絵
師
た
ち
が
直
面

す
る
こ
と
に
な
っ
た
新
た
な
版
技
術
や
写
真
と
の
関
係
な
ど
も
考
察
の
対
象
と
す
べ
き
で
あ

ろ
う
と
考
え
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
に
述
べ
る
こ
と
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

註（1）　

 

錦
絵
新
聞
（
新
聞
錦
絵
）
に
つ
い
て
は
、
主
に
メ
デ
ィ
ア
史
の
立
場
か
ら
の
研
究
が
進
め

ら
れ
て
き
て
い
る
。
端
緒
と
し
て
は
、
小
野
秀
雄
『
新
聞
錦
絵
』（
毎
日
新
聞
社
、

一
九
七
二
年
）
が
あ
り
、
ま
た
土
屋
礼
子
『
大
阪
の
錦
絵
新
聞
』（
三
元
社
、
一
九
九
五
）

や
同
氏
監
修
に
よ
る
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
、
同
氏
の
研
究
は
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
最
も

充
実
し
た
研
究
成
果
と
言
え
よ
う
。
ま
た
近
年
、
こ
れ
を
テ
―
マ
に
し
た
展
覧
会
も
多
く

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
「
幕
末
・
明
治
の
メ
デ
ィ
ア
展
」
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
一
九
八
七
年

　
　
「
新
聞
錦
絵
―
文
明
開
化
の
事
件
簿
展
」
板
橋
区
立
美
術
館
、
一
九
八
九
年

　
　

 「
ニ
ュ
―
ス
の
誕
生　

か
わ
ら
版
と
新
聞
錦
絵
の
情
報
世
界
」
東
京
大
学
総
合
博
物
館
、

一
九
九
九
年

　
　

 「
明
治
の
メ
デ
ィ
ア
師
た
ち
―
錦
絵
新
聞
の
世
界
」
ニ
ュ
―
ス
パ
―
ク
（
日
本
新
聞
博
物

館
）、
二
〇
〇
一
年

（2）　

 

豊
原
国
周
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
豊
原
国
周
研
究
序
説
」（『G

EN
ESIS

（
京
都

造
形
芸
術
大
学
紀
要
）』
18
号
、
二
〇
一
四
年
）
で
既
に
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
芳
幾
と
同

門
で
あ
り
、
同
時
代
の
絵
師
・
月
岡
芳
年
の
研
究
史
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
も
や
は
り
拙

稿
「
日
本
美
術
に
お
け
る
「
奇
想
」
の
受
容
―
月
岡
芳
年
を
中
心
に
―
」（『
美
術
史
論
集
』

16
号
、
二
〇
一
六
年
、
神
戸
大
学
美
術
史
研
究
会
）
で
既
に
述
べ
て
い
る
。

（3）　

 

月
岡
芳
年
に
つ
い
て
は
、
左
の
通
り
。

　
　

 

拙
著
『
浮
世
絵
版
画
の
十
九
世
紀　

風
景
の
時
間
、
歴
史
の
空
間
』（
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、

二
〇
〇
九
年
）

　
　

 
拙
著
『
謎
解
き
浮
世
絵
叢
書　

月
岡
芳
年
「
和
漢
百
物
語
』（
二
玄
社
、
二
〇
一
一
年
）

　
　

 
拙
稿
「
月
岡
芳
年
画
風
変
遷
試
考
」『
浮
世
絵
芸
術
』
115
号
（
日
本
浮
世
絵
協
会
、

一
九
九
五
年
）
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拙
稿
「
月
岡
芳
年
歴
史
画
考
」『
美
術
史
』
一
四
一
冊
（
美
術
史
学
会
、
一
九
九
六
年
）

　
　

 

拙
稿
「『
前
賢
故
実
』
の
波
紋
〜
月
岡
芳
年
を
中
心
に
」『
没
後
一
二
〇
年　

菊
池
容
斎
と

明
治
の
美
術
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
練
馬
区
立
美
術
館
、
一
九
九
九
年
）

　
　

 
拙
稿
「「
血
み
ど
ろ
絵
」
考
」『G

EN
ESIS

』
12
号
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
、
二
〇
〇
八
年
）

　
　

 

拙
稿
「
月
岡
芳
年
美
人
画
考
」『G

EN
ESIS

』
16
号
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
、
二
〇
一
二

年
）

　
　

 

拙
稿
「
月
岡
芳
年
と
明
治
の
媒
体
（
メ
デ
ィ
ア
）」『
没
後
一
二
〇
年　

月
岡
芳
年
展
』（
展

覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
太
田
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
）

　
　

 

拙
稿
「
月
岡
芳
年
と
「
江
戸
」『
浮
世
絵
研
究
（
太
田
記
念
美
術
館
研
究
紀
要
）』
3
号
（
太

田
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
）

　
　

 

拙
稿
「
西
南
戦
争
錦
絵
と
い
う
媒
体
（
メ
デ
ィ
ア
）
―
月
岡
芳
年
作
品
を
中
心
に
」

『G
EN

ESIS

』
17
号
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
、
二
〇
一
三
年
）

　
　

 

拙
稿
「
日
本
美
術
に
お
け
る
「
奇
想
」
の
受
容
―
月
岡
芳
年
を
中
心
に
」『
美
術
史
論
集
』

16
号
（
神
戸
大
学
美
術
史
研
究
会
、
二
〇
一
六
年
）
註
2

　
　

 

一
方
、
豊
原
国
周
に
つ
い
て
は
、

　
　

 

拙
稿
「
豊
原
国
周
研
究
序
説
」『G

EN
ESIS

』
18
号
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
、
二
〇
一
四

年
）
註
2

　
　

 

拙
稿
「
豊
原
国
周
研
究
〜
大
首
絵
の
構
図
を
中
心
に
」『G

EN
ESIS

』
19
号
（
京
都
造
形

芸
術
大
学
、
二
〇
一
五
年
）

　
　

 

拙
稿
「
豊
原
国
周
研
究
2
〜
国
周
描
く
美
人
画
作
品
に
つ
い
て
〜
」『
名
古
屋
芸
術
大
学
研

究
紀
要
』
第
37
巻
（
名
古
屋
芸
術
大
学
、
二
〇
一
六
年
）

　
　

 

が
あ
る
。
ま
た
小
林
清
親
に
つ
い
て
は
、

　
　

 

拙
著
『
名
所
の
変
貌
〜
広
重
か
ら
清
親
へ
〜
』（
展
覧
会
図
録
、
㈶
中
山
道
広
重
美
術
館
、

二
〇
〇
三
年
）
お
よ
び
本
図
録
掲
載
拙
稿
「「
名
所
」
の
変
貌
―
小
林
清
親
「
日
本
名
勝
図

会
」
を
め
ぐ
っ
て
」

　
　

 

拙
稿
「
小
林
清
親
の
光
と
広
重
受
容
」『G

EN
ESIS

』
11
号
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
、

二
〇
〇
七
年
）

　
　

 

拙
著
『
浮
世
絵
版
画
の
十
九
世
紀
』（
前
掲
）

　
　

 

が
あ
る
。

（4）　

 

拙
稿
「
日
本
美
術
に
お
け
る
「
奇
想
」
の
受
容
―
月
岡
芳
年
を
中
心
に
」（
註
2
）
に
付
し

た
「【
資
料
】
月
岡
芳
年
総
文
献
目
録
（
稿
）」
で
は
三
二
二
件
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の

後
の
調
査
に
よ
り
、
二
〇
一
六
年
五
月
現
在
で
は
三
七
三
件
と
な
っ
て
い
る
。

（5）　

 

拙
稿
「
関
連
文
献
目
録
」（『
名
所
の
変
貌
〜
広
重
か
ら
清
親
へ
〜
』
図
録
、
註
3
）。

（6）　

 

拙
稿
「
豊
原
国
周
研
究
序
説
」（
註
2
）
に
付
し
た
「
表
1　

豊
原
国
周
文
献
目
録
」
に
よ

る
。

（7）　

 

野
崎
左
文
『
仮
名
反
故
』
非
売
品
、
一
八
九
五
年
（『
増
補　

私
の
見
た
明
治
文
壇
』
2
、

平
凡
社
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
に
所
収
）

（8）　

 

玄
魚
は
幕
末
期
に
お
け
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、
歌
川
広
重
の
代
表
的
な

シ
リ
ー
ズ
「
名
所
江
戸
百
景
」
の
目
録
を
手
掛
け
た
事
で
も
知
ら
れ
る
。

　
　

 

井
上
和
雄
『
浮
世
絵
師
傳
』（
渡
邊
版
画
店
、
一
九
三
一
年
）
の
「
玄
魚
」
の
項
に
は
「
摺

物
の
図
案
及
び
草
双
紙
の
袋
絵
な
ど
に
独
特
の
意
匠
を
凝
ら
し
書
画
共
に
能
く
し
た
り

き
」
と
記
さ
れ
る
（
文
中
の
真
字
は
適
宜
新
字
体
に
直
し
た
）。

（9）　

 

引
手
茶
屋
は
遊
廓
の
客
と
店
（
見
世
）
と
の
間
を
取
り
持
つ
役
割
で
、
大
規
模
店
（
大
見

世
）
に
登
楼
す
る
場
合
は
必
ず
引
手
茶
屋
が
見
世
ま
で
案
内
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と

い
う
。

　
　

 

永
井
義
男
「
引
手
茶
屋
」（
永
井
義
男
『
図
説　

吉
原
事
典
』
朝
日
新
聞
出
版
（
朝
日
文

庫
）、
二
〇
一
五
年

（10）　

 

但
し
、
靄
軒
生
「
落
合
芳
幾
」（『
日
本
及
日
本
人
』
701
号
、
一
九
一
六
年
）
お
よ
び
樋
口

二
葉
「
落
合
芳
幾
」（『
新
小
説
』
大
正
十
五
年
八
月
号
（
浮
世
絵
趣
味
号
）、
一
九
二
六

年
）
に
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
浮
世
絵
師
の
番
付
が
あ
り
、
こ
こ

で
芳
幾
は
東
の
大
関
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
る
。
該
当
す
る
番
付
を
探
し
て
み
た

が
、
残
念
な
が
ら
現
時
点
で
は
発
見
で
き
て
い
な
い
。

（11）　

 

芸
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
八
巻
所
収

（12）　

 

新
井
芳
宗
（
二
代
）
は
、
芳
年
の
門
人
で
初
め
の
画
名
を
「
年
雪
」
と
い
っ
た
。
父
で
あ

る
芳
宗
（
初
代
）
は
歌
川
国
芳
門
人
。
明
治
十
四
年
十
一
月
に
父
の
名
を
継
い
で
「
二
代

芳
宗
」
を
名
乗
っ
た
。

　
　

 
井
上
和
雄
「
二
代
芳
宗
」（
同
氏
『
浮
世
絵
師
傳
』
註
8
）

（13）　

 
慶
応
二
年
か
ら
刊
行
し
た
錦
絵
シ
リ
ー
ズ
「
英
名
二
十
八
衆
句
」
で
は
各
14
図
ず
つ
競
作

で
担
当
し
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
は
錦
絵
新
聞
や
新
聞
挿
絵
な
ど
で
も
競
合
し
た
存
在
で

あ
っ
た
。
詳
細
は
後
述
。
な
お
、
師
・
国
芳
の
葬
儀
（
文
久
元
年
／
一
八
六
一
）
の
際
、

芳
幾
が
芳
年
を
足
蹴
に
し
た
と
の
言
い
伝
え
が
残
さ
れ
て
い
る
（
山
中
古
洞
「
芳
年
伝
備

考
」
第
二
稿
、『
浮
世
絵
志
』
第
十
七
号
、
一
九
三
〇
年
五
月
）。
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（14）　

 

荘
逸
楼
主
人
「
落
合
芳
幾
」（『
浮
世
絵
』
9
号
、
一
九
一
六
年
）

　
　

 

靄
軒
生
「
落
合
芳
幾　
（
明
治
の
錦
絵
）」（『
日
本
及
日
本
人
』
701
号
、
一
九
一
七
年
）

（15）　

 

岡
戸
敏
幸
「
一
〇　

久
万
那
幾
影
」
作
品
解
説
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
編
『「
影
絵
」
の

十
九
世
紀
』
展
覧
会
図
録
、
一
九
九
五
年
九
月
）

（16）　
 

鈴
木
重
三
「
総
説
」
の
う
ち
「
五　

没
後
供
養　

付
、
三
囲
の
碑
」（
同
氏
『
国
芳
』
平
凡

社
、
一
九
九
二
年

　
　

 
な
お
弟
弟
子
で
あ
る
芳
年
の
門
人
は
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
既
に
芳
幾
よ
り
多
く
十
名
を

数
え
て
い
る
。

（17）　

 

註
7
参
照
。

（18）　

 

案
内
状
は
悳
俊
彦
氏
所
蔵
。
太
田
記
念
美
術
館
編
『
歌
川
国
芳
と
そ
の
一
門
展
』

（
一
九
九
〇
年
、
太
田
記
念
美
術
館
）
図
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（19）　

 

底
本
は
淡
島
寒
月
『
梵
雲
庵
雑
話
』（
岩
波
書
店
（
岩
波
文
庫
）、
一
九
九
九
年
）

（20）　

 

註
10
を
参
照
。

（21）　

 

国
文
学
研
究
資
料
館
Ｄ
Ｂ　

 http://school.nijl.ac.jp/kindai/N
IJL/N

IJL-00120.htm
l

　
　

 

二
〇
一
六
年
五
月
十
一
日
参
照

（22）　

 

こ
こ
で
の
記
述
は
昭
和
三
十
七
年
増
補
版
を
底
本
と
し
た
。

（23）　

 

但
し
弟
弟
子
で
あ
る
芳
年
に
つ
い
て
も
、
岡
丈
次
郎
編
『
明
治
名
人
伝
』（
柳
亭
種
彦
述
、

小
林
永
濯
画
、
一
八
八
一
年
、
小
林
鉄
次
郎
版
）
に
略
伝
と
似
顔
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（24）　

 

鈴
木
い
つ
か
「
落
合
芳
幾
―
そ
の
生
涯
と
幕
末
明
治
に
お
け
る
画
業
の
意
義
」（『
文
化
学

研
究
』
11
号
、
日
本
女
子
大
学
、
二
〇
〇
二
年
）

（25）　

 

拙
稿
「
豊
原
国
周
研
究
序
説
」
註
2

　
　

 

拙
稿
「
日
本
美
術
に
お
け
る
奇
想
の
受
容
〜
月
岡
芳
年
を
中
心
に
」
註
2

（26）　

 

拙
稿
「
日
本
美
術
に
お
け
る
奇
想
の
受
容
〜
月
岡
芳
年
を
中
心
に
」（
註
2
）
で
は
、
高
橋

誠
一
郎
氏
の
言
葉
（
同
氏
「
総
説
・
明
治
版
画
」『
浮
世
絵
大
系　

12　

清
親
』
昭
和

四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
四
月
、
集
英
社
）
を
引
用
し
て
、「
明
治
と
い
う
新
時
代
に
対
応

し
た
「
新
し
い
も
の
」
を
生
み
出
す
こ
と
、
高
橋
誠
一
郎
氏
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば

「
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
も
の
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
」
が
評
価
す
べ
き
事
な
の
で

あ
っ
て
、
芳
年
や
国
周
が
描
き
出
し
た
作
品
は
「
旧
い
浮
世
絵
」
の
ま
ま
で
あ
る
か
ら
評

価
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。」
と
価
値
判
断
の
基
準
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
。

（27）　

 

但
し
こ
れ
も
芳
年
の
「
血
み
ど
ろ
絵
」
に
強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
時
期
に
発
表
さ
れ
た

も
の
で
、
芳
幾
作
品
へ
の
言
及
と
は
厳
密
に
は
言
え
な
い
。

　
　

 

拙
稿
「
日
本
美
術
に
お
け
る
奇
想
の
受
容
〜
月
岡
芳
年
を
中
心
に
」
註
2

（28）　

 

岡
戸
敏
幸
「「
影
」
と
肖
像
」（『
日
本
の
美
学
』
21
号
、
一
九
九
四
年
）

　
　

 

同
氏
「「
影
絵
」
の
十
九
世
紀
―
人
は
「
影
」
に
何
を
見
て
き
た
か
」（『「
影
絵
」
の
十
九

世
紀
』
展
覧
会
図
録
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
一
九
九
五
年
）

　
　

 

同
氏
「
江
戸
の
幻
影
」（『
ｉ
ｓ
』
67
号
、
一
九
九
五
年
）

　
　

 

同
氏
「『
影
』
と
『
肖
像
』
の
文
化
史
」（『
月
刊
百
科
』
390
号
、
一
九
九
五
年
）

　
　

 

同
氏
「『
影
法
師
』
の
役
者
絵
」（『
月
刊
百
科
』
393
号
、
一
九
九
五
年
）

　
　

 

同
氏
「『
影
法
師
』
と
追
善
」（『
月
刊
百
科
』
395
号
、
一
九
九
五
年
）

（29）　

 

註
1

（30）　

 

芳
幾
の
画
業
を
総
観
し
た
近
年
の
貴
重
な
研
究
と
し
て
は
岡
本
祐
美
「
落
合
芳
幾
〜
そ
の

人
と
画
業
〜
」（『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
）』
53
巻
2
号
、

二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。
ま
た
近
年
の
研
究
は
、
個
別
の
作
品
（
群
）
を
取
り
上
げ
た
各

論
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
【
資
料
1
】。

（31）　

 

東
京
大
学
地
震
研
究
所
お
よ
び
総
合
図
書
館
サ
イ
ト

　
　

 http://gazo.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/ishim
oto/

（
二
〇
一
六
年
五
月
参
照
）

（32）　

 

但
し
先
述
の
通
り
、
こ
の
番
付
は
特
定
で
き
て
い
な
い
（
註
10
）。

（33）　

 「
時
世
粧
年
中
行
事
之
内
」「
春
色
三
十
六
会
席
」（
共
に
明
治
元
年
版
行
）。

（34）　

 

註
1
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【
資
料
1】】

落
合
芳
幾
文
献
目
録
（
未
定
稿
）

№
種
別

刊
行
年

（
西
暦
）
刊
行
月

刊
行
年
月
（
和
暦
）

タ
イ
ト
ル

著
者
・
編
者

収
録
媒
体
・

 
単
行
書
名
　

巻
数
、
号
数
な
ど

発
行

備
考

1
記
事

1861
8

文
久

3年
8月

三
題
噺
作
者
評
判
記

春
廻
家
幾
久

徳
川
文
芸
類
聚
１
２

国
書
刊
行
会

大
正

3年
12月

2
記
事

1861
文
久

3年
一

_斎
芳
幾

仮
名
垣
魯
文
・

 
山
々
亭
有
人

粋
興
奇
人
傳

3
記
事

1865
慶
応
元
年

嗚
久
者
評
判
記

悪
文
舎
他
笑

徳
川
文
芸
類
聚
１
２

国
書
刊
行
会

大
正

3年
12月

4
番
付

1865
慶
応
元
年

歳
盛
記

5
番
付

1868
明
治
元
年

歳
盛
記

6
番
付

1885
明
治

18年
東
京
流
行
細
見
記

7
記
事

1893 
明
治

26年
芳
幾

飯
島
半
十
郎（
虚
心
）
浮
世
絵
師
便
覧

8
記
事

1894 
7

明
治

27年
7月

歌
川
国
芳
伝

飯
島
虚
心

浮
世
絵
師
歌
川
列
伝

新
聞
「
小
日
本
」
に
寄
稿
、
連
載

9
単

1895
2

明
治

28年
2月

仮
名
反
故

野
崎
左
文

非
売
品
と
し
て
刊
行
『
増
補
　
私
の
見
た
明
治
文
壇
』
東

洋
文
庫
　

2007（
二
分
冊
）
所
収

10
記
事

1901
2

明
治

34年
2月

芳
幾
翁
の
試
筆

歌
舞
伎

9

11
記
事

1911
9

明
治

44年
9月

一
_斎
芳
幾
の
末
路

（
清
水
晴
風
）

此
花

第
17枝

聞
き
書
き
。
復
刻
版
　
ゆ
ま
に
書
房

　
2007

12
記
事

1913
6

大
正

2年
6月

浮
世
絵
類
纂
（
其
六
）　
悪
摺
絵
考

此
花

第
9号

 此
花
社

復
刻
版
　
ゆ
ま
に
書
房
　

2007
13

記
事

1913
6

大
正

2年
6月

歌
川
芳
幾
筆
悪
摺
会
談
客
物
語
之
図

此
花

第
9号

 此
花
社

復
刻
版
　
ゆ
ま
に
書
房
　

2007
14

記
事

1916
2

大
正

5年
2月

落
合
芳
幾

荘
逸
楼
主
人

浮
世
絵

9
浮
世
絵
新
社

15
記
事

1917
大
正

6年
落
合
芳
幾
≪
明
治
の
錦
絵
≫

靄
軒
生

日
本
及
日
本
人

701
政
教
社

16
記
事

1919
10

大
正
８
年

10月
、

11月
明
治
初
年
の
新
聞
挿
絵
　（
上
・
下
）

蟹
垣
左
文

浮
世
絵

48,49号
浮
世
絵
新
社

17
記
事

1926
8

大
正

15年
8月

落
合
芳
幾

樋
口
二
葉

新
小
説
・
浮
世
絵
趣

味
号

大
正

15年
8月

18
記
事

1927
10

昭
和

2年
10月

浮
世
絵
師
の
修
業
時
代

樋
口
二
葉

早
稲
田
文
学

261
19

単
1933

8
昭
和
８
年

続
浮
世
絵
大
家
集
成
　
第
三
巻
　
芳
虎
・
芳
幾
　

坂
戸
彌
一
郎
　
編

大
鳳
閣
書
房

20
単

1933
昭
和
８
年

浮
世
絵
大
家
集
成
　
第
六
巻
　
芳
虎
・
芳
幾
・
三
代
広
重
大
鳳
閣
書
房
　
編

大
鳳
閣
書
房

21
単

1933
昭
和

8年
日
本
画
大
成
　
第

23巻
　
明
治
篇
　
３

東
方
書
院
編

東
方
書
院

22
単

1955
昭
和

30年
幕
末
明
治
の
浮
世
絵
集
成

樋
口
弘

味
燈
書
屋

昭
和

37年
増
補
版
あ
り

23
記
事

1958
8

昭
和

33年
8月

第
二
回
パ
リ
万
国
博
出
品
浮
世
絵
関
係
資
料
」
１
～
３

菊
地
貞
夫

M
U

SEU
M

(東
京
国

立
博
物
館
研
究
誌
）

89
～

91
東
京
国
立
博
物
館

24
記
事

1971
8

昭
和

46年
8月

末
期
浮
世
絵
の
異
色
作

--国
芳
・
芳
年
・
芳
幾

鈴
木
仁
一

古
美
術

34
25

単
1972

昭
和

47年
新
聞
錦
絵

小
野
秀
雄

毎
日
新
聞
社

26
単

1974
4

昭
和

49年
4月

浮
世
絵
大
系
１
２
　
清
親

高
橋
誠
一
郎
編

集
英
社

27
単

1977
4

昭
和

52年
高
橋
誠
一
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
浮
世
絵
　
第
６
巻
　
芳
年
・

芳
幾
・
国
周

高
橋
誠
一
郎

中
央
公
論
社

28
単

1981
8

昭
和

56年
8月

原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
　
第
９
巻
　
作
品
四
　
広
重
̶

清
親

日
本
浮
世
絵
協
会
編

大
修
館

29
単

1986
昭
和

61年
新
聞
錦
絵
の
世
界

高
橋
克
彦

PH
P研
究
所

30
単

1987
昭
和

62年
幕
末
・
明
治
の
メ
デ
ィ
ア
展
　
新
聞
・
錦
絵
・
引
札

早
稲
田
大
学
図
書
館

編
早
稲
田
大
学
出
版
部

31
単

1988
昭
和

63年
無
惨
絵

 : 江
戸
昭
和
競
作

 英
名
二
十
八
衆
句

 
花
輪
和
一
・

 
丸
尾
末
広

リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト

32
単

1988
昭
和

63年
新
聞
錦
絵
展

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史

研
究
会

33
単

1988
昭
和

63年
江
戸
の
影
絵
遊
び

山
本
慶
一

草
思
社

34
単

1990
11

平
成

2年
11月

歌
川
国
芳
と
そ
の
一
門
展

太
田
記
念
美
術
館

太
田
記
念
美
術
館

展
覧
会
図
録

35
記
事

1990
11

平
成

2年
11月

一
勇
斎
国
芳
と
そ
の
門
人
達

悳
俊
彦

歌
川
国
芳
と
そ
の
一

門
展
（
カ
タ
ロ
グ
）

太
田
記
念
美
術
館
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36
記
事

1990
12

平
成

2年
12月

歌
舞
伎
史
雑
攷
　
障
子
に
う
つ
る
影
　
影
絵
演
出
の
諸
相

　
そ
の
二

松
崎
　
仁

歌
舞
伎
　
研
究
と
批

評
6

リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト

37
記
事

1990
6

平
成

2年
6月

歌
舞
伎
史
雑
攷
　
障
子
に
う
つ
る
影
　
影
絵
演
出
の
諸
相

　
そ
の
一

松
崎
　
仁

歌
舞
伎
　
研
究
と
批

評
5

リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト

38
記
事

1992
1

平
成

4年
1月

歌
舞
伎
史
雑
攷
　
障
子
に
う
つ
る
影
　
影
絵
演
出
の
諸
相

　
そ
の
三

松
崎
　
仁

歌
舞
伎
　
研
究
と
批

評
8

リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト

39
記
事

1994
平
成

6年
「
影
」
と
肖
像

岡
戸
敏
幸

日
本
の
美
学

21
ぺ
り
か
ん
社

40
記
事

1995
1

平
成

7年
1月

図
版
紹
介
「
落
合
芳
幾
画
「
俳
優
写
真
鏡
」
シ
リ
ー
ズ
」

浮
世
絵
芸
術

114
日
本
浮
世
絵
協
会

国
際
浮
世
絵
学
会

41
単

1995
9

平
成

7年
9月

「
影
絵
」
の
十
九
世
紀

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

サ
ン
ト
リ
̶
美
術
館

42
記
事

1995
9

平
成

7年
9月

「
影
絵
」
の
十
九
世
紀
̶
人
は
「
影
」
に
何
を
見
て
き
た

か
岡
戸
敏
幸

「
影
絵
」
の
十
九
世

紀
サ
ン
ト
リ
̶
美
術
館
展
覧
会
図
録

43
記
事

1995
平
成

7年
江
戸
の
幻
影

岡
戸
敏
幸

is
67

ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所

44
記
事

1995
平
成

7年
『
影
』
と
『
肖
像
』
の
文
化
史

岡
戸
敏
幸

月
刊
百
科

390
平
凡
社

45
記
事

1995
平
成

7年
『
影
法
師
』
の
役
者
絵

岡
戸
敏
幸

月
刊
百
科

393
平
凡
社

46
記
事

1995
平
成

7年
『
影
法
師
』
と
追
善

岡
戸
敏
幸

月
刊
百
科

395
平
凡
社

47
単

1999
平
成

11年
東
京
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅸ
　
ニ
ュ
ー
ス
の
誕
生
　
か
わ

ら
版
と
新
聞
錦
絵
の
情
報
世
界

木
下
直
之
・
吉
見
俊

哉
編

東
京
大
学
出
版
会

48
電
子
媒
体

2001
平
成

13年
C

D
-R

O
M
　
日
本
錦
絵
新
聞
集
成

土
谷
礼
子
編

文
生
書
院

49
単

2001
平
成

13年
明
治
の
メ
デ
ィ
ア
師
た
ち
　
錦
絵
新
聞
の
世
界

日
本
新
聞
博
物
館

日
本
新
聞
博
物
館

（
ニ
ュ
ー
ス
パ
ー
ク
）

50
記
事

2002
平
成

14年
落
合
芳
幾

--そ
の
生
涯
と
幕
末
明
治
に
お
け
る
画
業
の
意

義
鈴
木
い
つ
か

文
化
学
研
究

11
日
本
女
子
大
学

51
単

2002
平
成

14年
大
衆
紙
の
源
流
～
明
治
期
小
新
聞
の
研
究
～

土
谷
礼
子

世
界
思
想
社

52
記
事

2002
平
成

14年
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
仮
名
垣
魯
文
『
興
画
合
真
影
人
物
誌

跋
文
戯
章
』
解
題
・
影
印

 : 『
く
ま
な
き
影
』
と
影
の
文

化
に
つ
い
て

(調
査
報
告
六
十
七

)
佐
藤
悟

実
践
女
子
大
学
文
芸

資
料
研
究
所
年
報

21
実
践
女
子
大
学
文
芸

資
料
研
究
所

53
記
事

2003
12

平
成

15年
ひ
ら
が
な
日
本
美
術
史

(そ
の

102)横
を
向
く
も
の

--月
岡

芳
年
・
落
合
芳
幾
筆
「
英
名
二
十
八
衆
句
」
と
落
合
芳
幾

筆
「
真
写
月
花
乃
姿
絵
」

橋
本
治

芸
術
新
潮

54-12、
通
巻

648
新
潮
社

54
記
事

2003
2

平
成

15年
3月

落
合
芳
幾
～
そ
の
人
と
画
業
～

岡
本
祐
美

北
海
道
教
育
大
学
紀

要
（
人
文
科
学
・
社

会
科
学
編
）

53-2
北
海
道
教
育
大
学

55
記
事

2010
平
成

22年
落
合
芳
幾
《
真
写
月
花
之
姿
絵
》

--図
像
特
定
か
ら
読
み

解
く
「
連
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て

蒲
　
裕
美
子

美
学
美
術
史
研
究
論

集
24

名
古
屋
大
学
文
学
部

美
学
美
術
史
学
研
究

室

56
単

2012
11

平
成

24年
11月

は
じ
ま
り
は
国
芳
̶
江
戸
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
ゆ
く
え

柏
木
智
雄
・
内
山
淳

子
・
片
多
祐
子
、
横

浜
美
術
館
企
画
・
監

修

横
浜
美
術
館

展
覧
会
図
録

57
記
事

2012
3

平
成

24年
3月

新
聞
錦
絵
の
絵
画
的
表
現

 : 一
_斎
芳
幾
に
よ
る
「
東
京

日
々
新
聞
」
を
中
心
に

原
山
詠
子

美
学
論
究

27
関
西
学
院
大
学
文
学

部
美
学
科
研
究
室

58
記
事

2012
3

平
成

24年
3月

仮
名
垣
魯
文
・
文

 落
合
芳
幾
・
画

 心
学
身
之
要
慎

小
川

 祐
貴
子

明
治
大
学
博
物
館
研

究
報
告

17
明
治
大
学
博
物
館

59
単

2013
平
成

25年
C

ruelty and carnage : superviolent art by yoshiiku &
 

others
 Shinbaku 
B

ooks, 2013.
U

kiyo-e m
aster series、

Vol6

60
記
事

2014
3

平
成

26年
3月

落
合
芳
幾
画
「
春
色
今
様
三
十
六
会
席
」
の
画
中
画
考

久
保
佐
知
恵

 
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

研
究
紀
要

2
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京都造形芸術大学紀要［GENESIS］第20号

個　　十　　画　　世　　浮

景
色
艶
絵
似
■
彩
色
真
写
図
取
武
者
細
密
豪
傑
蘭
画

花に風　　　　　　　　
かろく来てふけ　酒の泡

一
立
斎
重
宜

一
■
斎
国
盛

歌
川
国
明

一
松
斎
芳
宗

一
恵
斎
芳
幾

一
光
斎
芳
盛

一
壽
斎
芳
員

歌
川
国
綱

一
英
斎
芳
艶

五
雲
亭
貞
秀

【資料２】人気番付による芳幾の評価
①「十目視所／十指々所　花王競十種咲分」　安政 6年（1859）か

国
周
芳
幾
広
重
国
貞
芳
虎
貞
秀
清
満

国
孝
国
久
芳　

盛

芳
春
芳
豊
房
種
国
輝
芳
年
芳
藤

幾
年
幾
丸
艶
政
艶
■
芳
滝
芳
延
重
清
重
次
芳
富
国
時

②『歳盛記』慶応元年（1865）

芳
宗
月
耕
広
重
清
満
国
周
芳
幾
永
濯
芳
年

国
梅
周
重
国
峯
豊
宣
清
親
吟
香
春
亭
年
方
周
延
国
政
年
恒

年
参
芳
藤
年
景
広
近

④『東京流行細見記』明治 18年（1885）

※人名漢字はすべて新字体にして記載。

国
明
国
輝
国
周
芳
年
芳
幾
芳
虎
貞
秀

芳
富
国
歳
一
豊
国
久
重
清
広
重
重
次
房
種
芳
藤
芳
盛
芳
春

年
次
周
延
年
■
幾
丸
艶
長
芳
信
芳
豊
国
玉
国
時
芳
延

③『歳盛記』明治元年（1868）
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【資料３】落合芳幾年譜（未定稿）

年号 西暦 年齢 事項 出典　※原則として初出資料

天保4 1833 1 4月、日本堤下の編笠茶屋の子として生まれる-a　吉原遊廓内の引手茶屋の
息子として生まれる-bとの記述もあり。本名・落合幾次郎-c。

a：⑪靄軒生「落合芳幾」、ｂ：①仮名垣魯
文『粋興奇人傳』、ｃ：⑪靄軒生「落合芳幾」

幼少期を、国芳門下の一好斎芳兼の息・武内久一（木彫作家）と遊んで過ご
し、芳兼の仕事を見ていたという。-a　父は芳幾を質屋に奉公に出したが、
絵師への夢絶ちがたかったという。-b

a：⑪靄軒生「落合芳幾」、ｂ：①仮名垣魯
文『粋興奇人傳』

嘉永2 1849 17 17,18歳の頃、芳兼の紹介により歌川国芳に入門-a（武内久一の案内で、とす
る説もある）-b 号は一蕙斎（後に蕙斎）、朝霞楼、蕙阿弥－ｃ、晒落斎など
がある。-ｄ

a：⑪靄軒生「落合芳幾」、ｂ：⑬樋口二葉「落
合芳幾」、ｃ：⑪靄軒生「落合芳幾」、ｄ：
⑮井上和雄『浮世絵師傳』

嘉永7 1854 22 合巻『箱根霊験躄仇討』（柳水亭種清作）の挿絵を描く。初筆か。 ㉒岡本祐美「落合芳幾～その人と画業～」

安政2 1855 23 10月2日（太陽暦換算では11月11日）、安政江戸地震が発生。その際、吉原遊
廓内の惨状を実地で写生し、直ちに三枚続の錦絵として刊行。続々と注文が
殺到し、こうした作品だけでも７，８種類ほど描いたという。一説に「二十杯」
（四千組）の売り上げを記録したという。

⑪靄軒生「落合芳幾」

震災時、臨月の妻は登楼客の送りで廓内にて横死する。

安政4 1857 25 合巻『夢結蝶鳥追』初～ 3編（柳水亭種清作）-a、『操松月景清』初～ 3編（鈍
亭魯文作）の挿絵を手掛ける-b。「此書は彫刻精巧、製本も亦美を尽したれ
ば世評随つて宜しきのみならず魯文も亦初めて檜舞台に上りたる心地なりと
言ひて喜びしとなん」。-ｃ

a：『東京大学所蔵　草雙紙目録』、ｂ：「日
本古典籍総合目録」、ｃ：⑤野崎左文「仮名
反故」

安政6 1859 27 この頃刊行の番付「花王競十種咲分」に「真写　一恵斎芳幾」とその名が載
る。

「十目視所／十指々所　花王競十種咲分」

安政７・ 
万延1

1860 28 閏3月21日、柳橋河半楼で画名の披露を行う。 ⑦「随一歌川　豊国芳年」

文久1 1861 29 この年刊行の浮世絵師の番付で、東の大関に擬せられる。☆この頃より戯作
者・仮名垣魯文や山々亭有人（條野採菊）らとの交友が始まる。「三題噺」
や「興画合」といった催し物が開催。また友人らの内輪話や行いを諷刺画で
描いて配る「悪摺絵」が流行し、その絵を数多く手掛ける。

⑪靄軒生「落合芳幾」

3月、師・国芳没に伴い、国芳の肖像（死絵）を手掛ける-a. 葬儀の際、弟弟子・
芳年を足蹴にしたという-b.

a：⑰太田記念美術館編『歌川国芳とその一
門展』図録、ｂ：⑭山中古洞「芳年伝備考」
第二稿

文久3 1863 31 この年刊行の『三題噺作者評判記』には「上々吉」と記される。 ⑪靄軒生「落合芳幾」

山々亭有人、仮名垣魯文らと結成した「粋興連」のメンバーを記した『粋興
奇人傳』（有人・魯文編、芳幾挿画）を刊行。芳幾自身の略伝も掲載される。

①『粋興奇人傳』

慶應1 1865 33 悪摺の評判記である『嗚久者評判記』に、作者としてその名が載る。 ⑨「浮世絵類纂（其六）　悪摺絵考」

この年刊行の『歳盛記』（流行一覧歳盛記）の絵師人気番付で、7位に掲載さ
れる。

②『歳盛記』

慶應2 1866 34 弟弟子である月岡芳年との競作による「英名二十八衆句」（28枚揃、各14図）
が刊行。

パリ万国博覧会への肉筆浮世絵画帖出品のため、貞秀、芳宗を総代とし、二
代国貞、国周、二代国輝、芳艶、芳年と分担制作を行う。

⑯菊地貞夫「第二回パリ万国博出品浮世絵
関係資料」１～３

慶應3 1867 35 興画会を主催した波月亭花雪の三回忌追善として『久萬那畿影』を刊行。興
画連のメンバーの肖像を影絵で表現したもので、評判が高かったという。芳
幾自身の影絵および略伝も掲載。

⑩荘逸楼主人「落合芳幾」、⑪靄軒生「落合
芳幾」、『久万那幾影』

俳優の肖像を影絵で表現した「真写月花之姿絵」シリーズ38枚を刊行して好
評を博す。

⑩荘逸楼主人「落合芳幾」※但し版行年代
を「明治になって」とする。

慶應4・
明治1

1868 36 錦絵「時世粧年中行事之内」（三枚続）シリーズを刊行。 ⑰杉本隆一編「歌川派年譜（未定稿）」

錦絵「春色三十六会席」シリーズ37枚を刊行（12月から明治2年4月まで）。

この年刊行の『歳盛記』（東京歳盛記）の絵師人気番付で第3位に掲載される。
貞秀、芳虎、芳幾、芳年、国周の順。

③『歳盛記』

明治3 1870 38 「俳優写真鏡」シリーズ10枚余を刊行。 ㉑図版紹介「落合芳幾画「俳優写真鏡」シリー
ズ」

明治5 1872 40 『東京日日新聞』を同志と共に創刊-a.。創刊時のメンバーは戯作者・山々亭
有人（條野採菊）、西田伝助、そして芳幾であった。-b.

a：⑪靄軒生「落合芳幾」、ｂ：㉒吉見俊哉・
土屋礼子監修『明治のメディア師たち̶錦
絵新聞の世界』展図録

明治6 1873 41 10月、他の国芳門人たちと共に国芳十三回忌供養を行い、向島三囲稲荷の絵
馬堂西に石碑「一勇斎歌川先生墓表」を建立（現存）。現存の門人としては6
番目に名が刻まれる。また「芳幾社中」として3名の門人（幾丸、幾英、幾勝）
の名が見られる。

⑲鈴木重三「総説」　同氏『国芳』所収、「一
勇斎歌川先生墓表」（三囲稲荷）

明治7 1874 42 「東京日日新聞大錦」と題した錦絵新聞を刊行。これは『東京日日新聞』に
掲載されたニュース記事を題材として錦絵化したもので、大いに人気を博す。
刊行は同年10月から8年7月まで。

⑮井上和雄『浮世絵師傳』
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明治8 1875 43 『平仮名絵入新聞』を創刊し、自らその挿絵を描く。これが新聞に挿絵を入
れた最初の事例となった。この新聞は明治10年、『東京絵入新聞』と改称し、
その経営にあたる。

⑩荘逸楼主人「落合芳幾」

明治12 1879 47 演劇雑誌『歌舞伎新報』を同志と共に創刊し、俳優の似顔絵を描く-a。18年
間続いたこの雑誌は、各座の演目の筋書きや脚本を掲載したもので、その多
くの挿絵を担当-b。

a-⑩荘逸楼主人「落合芳幾」、ｂ－㉓岡本祐
美「落合芳幾～その人と画業～」

明治14 1881 49 『東京日日新聞』を退社。政党機関紙としての性格を色濃くしたことが退社
の原因かという。

㉓岡本祐美「落合芳幾～その人と画業～」

明治15 1882 50 同志の一人・広岡幸助が主となって創立した栄泉社で『今古実録』の出版を
開始。第一巻と目されるのは『大塩平八郎伝記』。挿絵を担当。

⑫樋口二葉「落合芳幾」、『今古実録　大塩
平八郎伝記』（国文学研究資料館蔵）

明治18 1885 53 この年刊行の『東京流行細見記』の絵師人気番付で、第3位に掲載される。
芳年、永濯、芳幾、国周の順。

④『東京流行細見記』

明治20 1887 55 錦絵「市川家十八番」を刊行。錦絵作品の発表はこれが最後期のものとなる。⑪靄軒生「落合芳幾」

明治22 1889 57 『東京絵入新聞』に「日本写真間毎の月」と題した市井の人物の影の肖像を
連載（1月5日から3月21日まで）。

⑳岡戸敏幸「「影」と肖像」

明治23 1890 58 6月、『東京絵入新聞』が終刊。 「明治・大正時代の主な新聞とその参考文献
（関東地域）」国立国会図書館サイトhttps://
rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-
honbun-700041.php

終刊後、葺屋町にあるレンガ造り三階建ての家を借りて、妻、息子、娘夫婦
と共に住む。「美術人形」の制作など様々な事業を試みるがことごとく失敗。
ついに一家離散して外神田の旅籠町へ転居し、パン屋を開店するも失敗。借
金に追われる生活となる。

⑧「一蕙斎芳幾の末路」

明治32 1899 67 会主となり、師・歌川国芳四十回忌の追善書画会を開催する。これは当時の
窮状を見かねた友人たちの勧めによるものだったが、そこで得た収入は借金
取りに回収されて夜逃げをする羽目に陥る。この後、本所太平町の棟割長屋
へ移り、長い病を患う。

⑧「一蕙斎芳幾の末路」、「先師一勇斎国芳
翁四十回忌追善書画会」（案内状：⑱に掲載）

明治34 1901 69 春、歌舞伎俳優37名の似顔絵を絹本で制作。これを雑誌『歌舞伎』に掲載す
る予定との記事あり。

⑥「芳幾翁の試筆」

雑誌『歌舞伎』3,9,10,11月発行号に、役者似顔絵を掲載。3、10月掲載作品
には、年齢69歳が記される。

㉓岡本祐美「落合芳幾～その人と画業～」

肉筆画「地獄太夫図」を制作。 ㉓岡本祐美「落合芳幾～その人と画業～」

明治36 1903 71 肉筆画「布袋唐子図」、「猩々図」を制作。 ⑱太田記念美術館編『歌川国芳とその一門
展』図録、㉓岡本祐美「落合芳幾～その人
と画業～」

明治37 1904 72 2月6日、本所太平町の仮寓にて没。法名は「従善院芳幾日確居士」、浅草吉
野町安盛寺（日蓮宗）に葬る。しかし同寺は明治末に浅草清島町の盛泰寺と
合併したため、落合家の墓所も池袋蟹ヶ窪に移動した。

⑩荘逸楼主人「落合芳幾」
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OCHIAI Yoshiiku （落合芳幾） (1833-1904) is one 

of the representative ukiyo-e artists during the late Edo 

Period and the Meiji Period. He was famous existence as 

a pupil of UTAGAWA Kuniyoshi （歌川国芳） as well as 

TSUKIOKA Yoshitoshi （月岡芳年） (1839-92) .

“Eimei Niju-hassyu-ku” （「英名二十八衆句」） that 

Yoshiiku produced from 1866 to 1867 is one of his 

typical works. And this is a series of the Ukiyo-e print 

which shared with Yoshitoshi. This work is also the fact 

that it was found well to win some special popularity at 

present as a typical example of “bloody picture” （「血みど

ろ絵」）.

In addition Yoshiiku is, in 1872, is a person who 

participated in first publication of “Tokyo Nichinichi 

Shimbun （『東京日日新聞』）” which is a Japan’s first daily 

newspaper in 1872 and played an active part by a 

publishing world. The “Shimbun-Nisihiki-e （新聞錦絵）” 

or “Nishiki-e Shimbun （錦絵新聞）” which pictorialized 

the contents of a newspaper article were new media in 

early years of Meiji era, and is a Yoshiiku was pioneered 

this. From 1874 to 1875 was published “Tokyo Nichi 

Nichi Shimbun O-nishiki （「東京日日新聞大錦」）” is it. 

This new media gained popularity.  Since 1875, this work 

was imitated and work that was to follow in this, have 

been numerous published. In addition Yoshiiku is also 

known as the first painter who drew the illustrations of 

the newspaper. It has opened up a new painting field of 

newspaper illustrations is a major achievement of 

Yoshiiku. However, on the other hand Yoshiiku is, since 

the late 1870s, hardly the production of ukiyo-e print 

works. It is because he had to go to main the frontispiece 

and i l lustrat ions production of newspapers and 

magazines.

Now, a study of history of fine arts about 

OCHIAI Yoshiiku isn’t performed so much. It is very 

similar to the situation of research on TOYOHARA 

Kunichika （豊原国周） (1835-1900) who was active in the 

same period. And solo exhibition took up the Yoshiiku 

also not been held, art book, which was published the 

works of Yoshiiku also not yet been published.

In this paper, it was carried out basic research on 

OCHIAI Yoshiiku a ukiyo-e artist. First, collect all of the 

literature that describes the Yoshiiku, did this to the list. 

Next, we examined whether the study on Yoshiiku have 

been made how ever.  Further collected a description of 

the life of Yoshiiku that was noted in the article, to create 

his chronology, I knitted a detailed biography.

I found out that several features are thought to 

consider a study about Yoshiiku. I found out that several 

features are thought to consider a study about Yoshiiku. 

One is to be able to see description about his roots and 

personality from the time when Yoshiiku was still the 

first half in the generation 30 years old. For example in  
“SUIKYO – KIJINDEN （『粋興奇人傳』）” and  “KUMA-

NAKIKAGE （『久万那幾影』）” (1867), his portrait and 

short biography are recorded. It’s said that two features 

aren’t completely studied by about 25 years from the first 

half in 1930 ’s to the middle in 1950 ’s about Yoshiiku. 

Interest in the Ukiyo-e artists of the Meiji era, including 

Yoshiiku, has become rapidly reduced from that time, 

this situation is common to Ukiyo-e artists of this era. 

But evaluation of Yoshiiku is much lower. I think about 

it, it is the reason why is that Yoshiiku is not produced 

almost the ukiyo-e prints in later life.

In conclusion of this paper, I, not only as ukiyo-e 

artist Yoshiiku, and proposed that they would also 

evaluated as a painter who built a new relationship with 

the media, such as newspapers and magazines. I also, and 

proposed that should also pick up a new about his 

ukiyo-e print works that so far in the study had not been 

carried out.

Fundamental Study on OCHIAI Yoshiiku as Ukiyo-e artist

SUGAWARA Mayumi
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